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（
31
）  Ibid.

（
32
）  L. Landucci, O

p. cit., p. 140.
（
33
）  J. Shnitzer, O

p. cit., S. 365 -366: N
uova ediz. cit., pp. 408 -409.

（
34
）  E.N

.-Prediche sopra E
zechiele, a cura di R. Ridolfi, vol.Ⅰ

, Rom
a, 1971, pp. 1 -16.

（
35
）  

参
照
、
↓
木
田
『
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
者
た
ち
』、
前
掲
、
一
九
一

－

二
〇
二
頁
。

（
36
）  E.N

. -Prediche sopra E
zechiele, vol.Ⅰ

, cit., pp. 67 -102.

（
37
）  

な
お
Ｒ
・
リ
ド
ル
フ
ィ
は
、『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
生
涯
』（
前
掲
）
で
こ
う
述
べ
て
い
る
（
一
九
二
頁
）。
―
「
ロ
ー
プ

に
よ
る
吊
る
し
落
と
し
〔
の
拷
問
〕
は
、
普
通
、
四
回
で
あ
ら
ゆ
る
肉
体
、
あ
ら
ゆ
る
精
神
を
打
ち
の
め
す
の
に
十
分
だ
っ

た
。
十
分
で
な
け
れ
ば
、
手
足
の
関
節
が
は
ず
れ
身
が
さ
け
て
も
さ
ら
に
続
け
ら
れ
た
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
は
、
そ
れ
が

六
回
な
さ
れ
た
。
実
に
強
い
精
神
と
忍
耐
力
で
も
っ
て
耐
え
た
の
で
、
彼
は
『
自
分
に
満
足
し
た
ほ
ど
だ
』」。

（
38
）  Cfr. Salvatore Battaglia, G

rande D
izionario della Lingua Italiana, vol.Ⅵ

, ristam
pa 1972,

（
最
大
の
イ
タ
リ

ア
語
辞
典
、
大
型
版
全
二
一
巻
の
う
ち
の
第
六
巻
）pp. 909 -913.

（
以
下
、
次
章
、
続
載
）
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（
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）

四
八

の
修
道
院
長
だ
っ
た
ド
メ
ニ
コ
・
ダ
・
ペ
ー
シ
ァ
（D

om
enico da Pescia

）
だ
と
、
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
両
版
で
附

記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
書
簡
は
、
こ
の
年
10
月
末
に
市
内
で
活
版
印
刷
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、
↓
須
藤
・
油
木

共
編
著
、
読
む
年
表
・
年
譜
（
等
々
、
前
掲
）、
一
五
二
頁
。

（
22
）  E.N

. -Prediche sopra R
uth e M

ichea, vol.Ⅱ
, cit., pp. 298 -329.
（
23
）  Pseudo Bulram

acchi, O
p. cit., p. 114. 

―
―
折
り
に
ふ
れ
て
参
照
し
て
き
て
い
る
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
↓
参
照
、Ⅱ

章
の
註
（
47
）、
Ⅲ
章
の
註
（
17
）。

（
24
）  

前
章
か
ら
表
わ
れ
て
い
る
こ
の
言
葉
「
悪
魔
の
家
」〔
＝casa del diavolo

〕
は
、
用
い
ら
れ
て
い
る
色
々
の
文
脈
に
お

け
る
意
味
を
考
え
る
と
、「
煉
獄
」〔
＝purgatorio

〕
に
当
た
る
も
の
か
と
も
地
獄
〔
＝inferno

〕
に
当
た
る
も
の
か
と
も

思
わ
れ
る
。
し
か
し
確
か
な
こ
と
は
筆
者
に
は
分
か
ら
な
い
。

（
25
）  E.N

.-Prediche sopra R
uth e M

ichea, vol.Ⅱ
, cit., pp. 71 -108. 

（
26
）  

ち
な
み
に
本
稿
の
校
正
過
程
で
、『
毎
日
新
聞
』（
二
〇
一
六
年
一
月
二
九
日
）
の
読
者
投
稿
川
柳
欄
（
3
面
）
に
、
次
の

よ
う
な
句
が
入
選
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
入
っ
た
。
―
―
「
宿
敵
と
同
じ
神
社
で
願
を
掛
け　

　

新
庄　

こ
だ
ま
岳

人
」。

（
27
）  R. Ridolfi, V

ita, cit., pp. 269-270; J. Shnitzer, O
p. cit., S. 383 -384: N

uova ediz. cit., pp. 429 -430; Cfr. L. 

M
artines, O

p. cit., p. 139.

（
28
）  A

. Gherardi, O
p. cit., pp. 315 -317.

（
29
）  L. M

artines, O
p. cit., p. 139. 

（
30
）  R. Ridolfi, V

ita, cit., p. 271.
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始
さ
れ
（
一
四
五
二
・
五
五
ー
五
六
年
）
て
か
ら
ま
ず
イ
タ
リ
ア
へ
（
六
五
年
）、
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
（
七
〇

年
）
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
都
市
、
各
国
へ
伝
え
ら
れ
た
過
程
は
、
四
五
頁
以
降
の
Ⅰ
お
よ
び
Ⅳ
欄
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
の
印

刷
開
始
に
つ
い
て
は
八
〇
頁
の
Ⅱ
欄
。
↓
参
照
、
↓
こ
の
註
（
21
）。

（
11
）  R. Ridolfi, V

ita, cit., p. 250.

（
12
）  Ibid. Cfr. P. Parenti, O

p. cit., vol.Ⅱ
,  Città di Castello, 2005, pp. 20 -21.

（
13
）  E.N

. -Prediche sopra R
uth e M

ichea, vol.Ⅰ
, a cura di V

incenzo Rom
ano, Firenze, 1962, pp. 3 -30.

（
14
）  R. Ridolfi, V

ita, cit., p. 254.

（
15
）  E.N

. -Prediche sopra R
uth e M

ichea, vol.Ⅰ
, cit., pp. 348 -385.

（
16
）  E.N

. -Prediche sopra R
uth e M

ichea, cit., vol.Ⅱ
, Firenze, 1962, pp. 1 -37.

（
17
）  R. Ridolfi, V

ita, cit., pp. 257 -258.

（
18
）  E.N

. -Prediche sopra R
uth e M

ichea, vol.Ⅱ
, cit., pp. 109 -137. Cfr. J. Shnitzer, 0p. cit., S. 344, 357: N

uova 

ediz. cit., pp. 389 -390, 401 -402; R. Ridolfi, V
ita, cit., p. 258.

（
19
）  Pseudo Bulram

acchi, O
p. cit., pp. 99 -100; R. Ridolfi, V

ita, cit., p. 258.

（
20
）  R. Ridolfi, V

ita, cit., pp. 258, 275; J. Shnitzer, O
p. cit., S. 342: N

uova ediz. cit., p. 388. 

（
21
）  A

 un suo fam
iliare, in E.N

. - Lettere e Scritti A
pologetici, cit., pp. 138 -140. Cfr. J. Shnitzer, O

p. cit., S. 361 -

362: N
uova ediz., cit., pp. 405, 414. 

な
お
こ
の
書
簡
は Shnitzer 

の
書
で
は
、 Briefchen an einen V

ertrauten

＝

Epistoletta a un suo fam
igliare 

〔
＝
あ
る
親
友
へ
の
小
書
簡
〕
と
題
さ
れ
、
そ
の
綴
り
も
イ
タ
リ
ア
語
訳
新
版
で
は

fam
iliare 

がfam
igliare

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
「
親
友
」
と
は
、
当
時
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
隣
接
す
る
フ
ィ
エ
ー
ゾ
レ
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V
ita, cit., p. 247.

（
10
）  

こ
の
時
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
活
版
印
刷
の
情
況
と
そ
こ
で
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
は
た
す
こ
と
に
な
っ
た
役
割
に

つ
い
て
は
、
近
年
の
研
究
書
と
し
て
参
照
、
↓
ア
ン
ド
ル
ー
・
ペ
テ
ィ
グ
リ
ー
『
印
刷
と
い
う
革
命　

ル
ネ
サ
ン
ス
の
本
と

日
常
生
活
』、
桑
木
野
幸
司
訳
、
白
水
社
、
二
〇
一
五
年
（
原
著
は
二
〇
一
〇
年
）、
九
五
頁
。
原
著
者
の
註
に
よ
れ
ば
、「
こ

れ
ら
の
時
期
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
出
版
さ
れ
た
２
６
４
点
の
書
物
の
う
ち
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
説
教
は
１
０
０
点
を
超
え

て
い
る
」（
原
注
・
21
頁
）。
―
―
但
し
こ
の
刊
行
数
の
根
拠
は
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
総
数
に
つ
い
て
は
、
本

文
の
記
述
と
註
で
示
す
数
と
が
照
応
し
て
い
な
い
と
思
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
疑
問
が
残
る
。
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
関
し
て

は
、
速
記
に
採
ら
れ
た
各
説
教
の
印
刷
本
を
彼
の
他
の
著
書
と
同
じ
く
一
点
と
し
て
数
え
て
い
る
た
め
「
１
０
０
点
を
超
え

て
い
る
」
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
断
定
の
根
拠
も
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
数
に
つ
い
て
も
や
は
り
疑
問

が
残
る
。

 
 

La stam
pa a Fitenze 1471 -1550, O

m
aggio a Roberto Ridolfi, Firenze, 1984, 

で
は
一
四
七
一

－

一
五
五
〇
年

に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
刊
行
さ
れ
た
活
版
印
刷
本
、
四
五
点
が
刊
行
順
に
列
挙
さ
れ
、
各
々
に
つ
い
て
刊
行
に
関
わ
る
事
項
や

本
の
形
体
な
ど
が
解
説
さ
れ
て
い
る
（Catalogo a cura di D

. E. Rhodes

）。

 
 

な
お
一
五
世
紀
末
の
三
〇
余
年
に
刊
行
の
活
版
印
刷
本
は
、
イ
ン
ク
ナ
ー
ボ
ロ
・
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
（incunabolo

・

incunabulum
 

＝
揺
籃
期
本
・
初
期
刊
本
）
と
呼
ば
れ
る
。

 
 

こ
の
時
期
の
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
主
な
著
述
・
著
書
の
刊
行
に
つ
い
て
は
参
照
、
↓
須
藤
、
油
木
兵
衛
共
編
著
、
読
む
年

表
・
年
譜
『
ル
ネ
サ
ン
ス
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
イ
タ
リ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
―
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
時

代
、
生
涯
』、
無
限
社
（
岡
崎
）、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
七

－

一
六
五
頁
の
Ⅲ
お
よ
び
Ⅳ
欄
。
―
―
活
版
印
刷
が
ド
イ
ツ
で
開
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ら
続
け
て
き
た
こ
の
拙
論
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
枠
外
か
ら
追
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
主
に
素0す

の
人
間
サ
ヴ
ォ
ナ

0

0

0

0

0

0

0

ロ
ー
ラ

0

0

0

を
め
ぐ
る
諸
問
題
で
あ
る
。

註（
1
）  R. de M

aio, O
p. cit., p. 73; A

. Gherardi, O
p. cit., pp. 140 -143; J. Shnitzer, O

p. cit., S. 328 -329: N
uova ediz. 

cit., p. 372; R. Ridolfi, V
ita, cit., pp. 242 -243.

（
2
）  E.N

.- Prediche sopra A
m

os ecc., vol.Ⅲ
, pp. 370 -409.

（
3
）  Cfr. P. Parenti, O

p. cit., p. 328; R. Rdolfi, V
ita, cit., p. 244.

（
4
）  R. Ridolfi, V

ita, cit., p. 245. 

（
5
）  E.N

. - Lettere e Scritti A
pologetici, cit., pp. 122 -123; R. Rdolfi, V

ita, cit., pp. 245 -246.

（
6
）  

こ
の
ミ
ラ
ー
ノ
公
の
君
主
像
の
大
要
は
、
参
照
、
↓
Ｒ
・
リ
ド
ル
フ
ィ
『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
生
涯
』
須
藤
訳
・
註
解
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
の
訳
者
に
よ
る
「
人
物
解
説
」（
七
三
七
頁
）。

（
7
）  In P. V

illari, O
p. cit., N

uova ediz. pp. cxxxviij-cxxxix. 

但
し
こ
の
書
簡
の
原
文
資
料
は
複
数
あ
る
よ
う
で
、R. 

Ridolfi, V
ita., cit., p. 246

に
部
分
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と P. V

illari 

の
こ
の
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
全
文
と
は
か
な

り
違
う
。Ridolfi 

はV
illari

の
書
の
収
録
文
の
方
が
よ
り
恭
し
く
な
っ
て
い
る
と
註
記
し
て
い
る
（O

p. cit., vol.Ⅱ
, p. 

169

）。
し
か
しRidolfi 

の
引
用
文
の
方
が
よ
り
恭
し
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

（
8
）  E.N

. - Lettere e Scritti A
pologetici, cit., pp. 124 -125. Cfr. R. Rdolfi, V

ita., cit., p. 246.

（
9
）  Pseudo Burlam

acchi, O
p. cit., pp. 85-86; L. Landucci, O

p. cit., p. 129. （
前
掲
日
本
語
訳
、一
四
一
頁
）; R. Rdolfi, 
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こ
う
し
た
問
題
を
認
識
せ
ず
、
信
仰
者
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
言
動
と
素
の
人
間
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
言
動
と
を
無
意
識
の

う
ち
に
同
一
視
し
て
、
あ
る
い
は
混
同
し
て
論
じ
て
き
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
論
は
、
一
方
で
は
真
摯
な
、

強
靱
な
信
仰
者
の
、他
方
で
は
頑
迷
な
、<

異
端
者>

的
な
次
元
の
彼
を
彼
の
総
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
論
じ
て
き
て
し
ま
っ

た
と
思
え
る
。

こ
う
し
た
現
象
が
続
い
て
き
た
の
は
、
ま
ず
、
論
者
の
多
く
が
、
と
り
わ
け
海
外
の
主
要
な
論
者
の
お
そ
ら
く
は
（
ほ
と

ん
ど
）
す
べ
て
が
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
の
信
徒
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
？　

無
意
識
の
う
ち
に
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
と
同
じ
信

仰
の
次
元
に
立
っ
て
彼
を
見
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
？　

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
外
側
か
ら
、
さ
ら
に
は
神
と
い
っ
た
類
の

様
々
の
存
在
そ
の
も
の
の
信
仰
の
外
側
か
ら
、
そ
れ
ら
の
信
徒
の
内
面
深
く
に
あ
る
素
の
人
間
を
見
よ
う
と
し
て
こ
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
？　

そ
し
て
我
が
国
で
彼
を
多
少
と
も
語
っ
て
き
た
者
た
ち
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
そ
れ
ら
海
外
の
論

者
の
見
解
を
当
然
の
前
提
と
し
て
彼
を
語
っ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
？

問
題
の
現
象
が
続
い
て
き
た
の
は
、
次
に
、
彼
自
身
の
内
面
の
要
因
に
も
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
？　

内
面
で
信
仰
者
サ

ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
力
を
増
し
、
素
の
人
間
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
を
彼
自
身
が
見
失
な
い
、
あ
る
い
は
喪
失
し
、
あ
る
い
は
疎
外

し
、
信
仰
者
で
あ
る
自
分
を
自
分
の
す
べ
て
だ
と
い
う
幻
想
を
抱
き
、
そ
の
幻
想
の
自
分
が
抱
く
心
情
、
思
い
、
信
念
を
、

こ
れ
こ
そ
自
分
だ
、
自
分
の
内
心
の
す
べ
て
だ
と
信
じ
て
語
り
、
か
つ
書
い
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
？　

―
―
こ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
く
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
彼
の
言
説
が
素
の
人
間
で
あ
る
彼
の
本
心
の
表
出
な
の
か
、
信
仰
上
の
幻
想

の
中
の
彼
の<

本
心>

の
表
出
な
の
か
判
断
し
難
い
状
態
が
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

と
も
あ
れ
、
常
に
参
照
し
て
き
て
い
る
リ
ド
ル
フ
ィ
（R. Ridolfi

）、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
（J. Schnitzer

）、
ヴ
ィ
ッ
ラ
リ

（P. V
illari

）
な
ど
を
代
表
と
す
る
様
々
な
先
達
の
研
究
に
敬
服
し
学
び
な
が
ら
も
、何
か
形
容
し
難
い
違
和
感
を
覚
え
な
が
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て
厳
し
く
残
酷
に
、
冷
酷
に
罰
す
る
、
死
ん
で
「
悪
魔
の
家
」
に
落
と
し
て
か
ら
も
な
お
罰
し
続
け
る
、
恐
ろ
し
す
ぎ
る
ほ

ど
恐
ろ
し
い
存
在
で
あ
る
。
自
分
に
従
お
う
と
し
な
い
者
、
そ
う
思
う
こ
と
も
な
い
者
は
未
来
永
劫
、
徹
底
し
て
罰
し
続
け

る
非
情
に
し
て
残
酷
な
、
冷
酷
な
存
在
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

今
こ
こ
で
見
て
い
る
説
教
で
は
、
追
い
つ
め
ら
れ
死
の
危
険
を
痛
い
ほ
ど
感
じ
て
い
る
彼
が
、
自
分
を
不
当
に
も
追
い
つ

め
て
い
る
、
す
な
わ
ち
自
分
を
神
の
意
志
、
法
に
逆
ら
っ
て
追
い
つ
め
て
い
る
「
邪
悪
な
者
」、「
悪
し
き
者
」
に
、
懸
命
に

反
駁
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
言
っ
て
い
るfare giustizia, iustizia

を
、「
正
義
を
行
な
う
」、「
義
を

行
な
う
」
と
い
っ
た
中
途
半
端
な
、
曖
昧
な
言
葉
に
訳
出
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
。「
処
罰
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
、

場
合
に
よ
っ
て
は
「
処
刑
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
訳
出
し
な
け
れ
ば
、
彼
の
本
意
を
表
現
で
き
な
い
。
そ
う
思
え
て
な
ら
な

い
。た

だ
し
、
考
慮
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
語
っ
て
い
る
神
が
真
に
キ
リ
ス
ト
教

の
説
く
神
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
神
学
的
な
こ
と
は
筆
者
に
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

日
本
語
聖
書
表
現
に
表
わ
れ
る
神
が
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
語
る
神
で
な
い
こ
と
は
確
か
な
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
拙
論
で

は
、
特
に
今
た
ど
っ
て
い
る
時
期
の
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
説
教
に
関
し
て
は
、「
正
義
を
行
な
う
」、「
義
を
行
な
う
」
と
い
う

表
現
を
あ
え
て
用
い
な
い
。

考
慮
し
て
お
く
べ
き
も
う
一
つ
は
、
彼
の<

本
意>
は
、「
正
義
を
行
な
う
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
厳
し
く
処
罰
す
る
こ
と
が
ま
さ
に
「
正
義
」
の
実
践
だ
と
彼
は
信
じ
こ
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
信
仰
者
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の<

本
意>

で
あ
る
。
信
仰
の
地
平
の
下
の
地
平
深
く
に
潜
み
、
信
仰
を
生

み
出
す
核
を
成
し
て
い
た
、
素0す

の
人
間
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
本
意
と
は
言
え
な
い
と
思
え
る
。
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な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
外
に
い
て
そ
の
素
養
も
知
識
も
き
わ
め
て
不
十
分
な
者
が
語
る
の
は
不
適
切
か
と
思
い
控
え
て
き

た
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
拙
論
全
体
の
追
究
対
象
に
関
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
日
本
語
聖
書

の
訳
語
や
表
現
を
、
イ
タ
リ
ア
語
聖
書
の
言
葉
や
表
現
と
比
較
対
照
し
た
際
に
覚
え
る
―
―
し
こ
れ
ま
で
も
他
の
事
例
で
し

ば
し
ば
覚
え
て
き
た
―
―
違
和
感
を
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
覚
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
用
い
た
「
処
罰
」
と
い
う
言
葉
の
イ
タ
リ
ア
語
す
な
わ
ち
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
用
い
て
い
る
言
葉
、giustizia, 

iustizia 
に
は
、
正
義
、
裁
き
、
処
罰
、
処
刑
、
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る）

38
（

。

し
た
が
っ
て
彼
が
し
ば
し
ば
言
っ
て
い
るfare giustizia, iustizia

は
、
こ
れ
ら
の
意
味
の
事
を
行
な
う
と
い
う
意
味
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
最
も
ゆ
る
や
か
な
意
味
で
は
「
正
義
を
行
な
う
」
と
表
現
す
る
の
が
適
切
に
な
り
、
最
も
厳
し

い
意
味
で
は
「
処
刑
す
る
」
と
表
現
す
る
の
が
適
切
に
な
る
（
は
ず
で
あ
る
）。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
で
は
、
日
本
語
の
聖

書
で
は
こ
う
し
た
表
現
は
常
に
―
―
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
―
―
、「
正
義
を
行
な
う
」、「
義
を
行
な
う
」
と
最
も
ゆ
る
や
か
な
表

現
に
な
っ
て
い
る
。
あ
え
て
い
う
な
ら
機
械
的
に
、
画
一
的
に
、
実
に
中
途
半
端
な
、
曖
昧
な
意
味
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
神
も
そ
の
厳
格
さ
、
恐
ろ
し
さ
、
徹
底
性
の
度
を
下
げ
た
、
良
く
言
え
ば
ゆ
る
や
か
な
存
在
、
有
り
て
い
に

言
え
ば
中
途
半
端
で
曖
昧
な
存
在
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
―
―
な
ぜ
な
の
か
？

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
見
て
き
た
と
お
り
、
神
は
「
慈
愛
」、「
慈
し
み
」、「
赦
し
」
の
本

源
的
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
き
わ
め
て
厳
し
く
恐
ろ
し
す
ぎ
る
ほ
ど
恐
ろ
し
い
「
罰
」
の
本
源
的
存
在
で
も
あ
る
。
神
の

意
志
、
神
の
法
に
従
っ
て
「
正
し
く
生
き
る
」
者
や
一
切
の
罪
を
「
告
解
」
し
て
、「
悔
い
改
め
て
」「
赦
し
」
を
乞
う
者
は
、

そ
う
い
う
者
だ
け

0

0

は
、
限
り
な
く
優
し
く
「
赦
し
」「
慈
し
む
」
存
在
で
あ
る
が
、
神
の
意
志
、
神
の
法
に
従
わ
ず
、
そ
の
罪

を
「
悔
い
改
め
」
ず
、「
赦
し
」
を
得
よ
う
と
も
せ
ず
に
神
に
逆
ら
っ
て
生
き
る
「
邪
悪
な
者
」、「
悪
し
き
者
」
は
、
徹
底
し
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た
め
、
そ
の
痛
苦
は
き
わ
め
て
激
し
い
と
い
う
。
こ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
の
は
せ
い
ぜ
い
四
回
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る）

37
（

。
そ
の
限
度
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
拷
問
を
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
「
悪
し
き
者
」
た
ち
を
「
処
罰
」
し
た
が
ら
な
い
担
当
官
吏
に
も
加
え
よ
と
、
閣
僚
た
ち

に
指
示
し
て
い
る
の
だ
。
無
論
こ
こ
で
は
、「
悪
し
き
者
」
た
ち
で
こ
の
罰
に
値
す
る
者
に
加
え
る
こ
と
が
、
当
然
、
前
提
に
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
処
罰
」
も
ほ
と
ん
ど
「
処
刑
」
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
す
ぐ
、
説
教
の
結
び
の
と
こ
ろ
で
彼
は
叫
ぶ
。
―
「
処
罰
が
先
頭
に
立
っ
て
進
む
よ
う
に
す
る
の
だ
、
処
罰
は
主
〔
な
る

神
〕
の
使
者
だ
か
ら
だ
」。
…
…
「
閣
僚
閣
下
、
と
に
か
く
処
罰
を
、
司
法
八
人
会
議
の
委
員
諸
氏
よ
、
処
罰
を
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

行
政
官
た
ち
よ
、
処
罰
を
、
市
民
よ
、
処
罰
を
、
男
た
ち
よ
、
処
罰
を
、
女
た
ち
よ
、
処
罰
を
」。
こ
う
す
れ
ば
「
神
は
汝
ら
に
恩
寵

を
与
え
て
下
さ
る
だ
ろ
う
」、
と
説
教
を
結
ぶ
。

こ
の
最
後
の
叫
び
だ
け
を
考
え
れ
ば
、「
処
罰
」
は
「
正
義
」
と
言
い
か
え
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
「
正
義
」

は
「
剣
」
を
不
可
欠
の
道
具
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
常
備
の
軍
隊
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
き
わ
め
て
残
酷
な
拷
問
を
駆
使
し
て
遂
行

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
遂
行
の
対
象
に
さ
れ
た
「
悪
し
き
者
」
た
ち
に
と
っ
て
は
、「
正
義
」
ど
こ
ろ
か
自
分
た
ち
に
向
け
ら
れ
た

「
処
刑
」
の
宣
告
で
あ
る
。「
正
義
」
の
名
の
下
に
宣
告
さ
れ
る
「
処
刑
」
ほ
ど
、
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
無
念
で
冷
酷
で
赦
し
難
い
も

の
は
な
い
だ
ろ
う
。

公
式
の
場
で
こ
う
宣
告
す
る
側
と
さ
れ
る
側
の
対
立
は
、
当
然
、
熱
く
な
る
だ
ろ
う
。
先
に
見
た
ラ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
の
視
点
か
ら
言

う
な
ら
、「
神
の
諸
々
の
恩
寵
と
奇
蹟
を
感
じ
と
る
善
良
で
賢
明
な
人
た
ち
」
と
、「
恩
知
ら
ず
な
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
」
た
ち
と
の
戦

い
は
、
こ
う
し
て
い
わ
ば
最
終
戦
に
向
か
っ
て
熾
烈
に
な
っ
て
い
く
。

＊　

本
文
で
傍
点
を
附
し
た
「
処
罰
」
の
訳
語
と
こ
れ
を
め
ぐ
る
表
現
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
あ
え
て
附
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
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の
事
を
長
々
と
論
じ
た
上
で
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
、「
平
和
は
諸
々
の
処
罰
な
し
に
は
存
在
し
な
い
」
と
結
論
を
言
う
。
そ
し
て
、「
処

罰
と
平
和
は
口
づ
け
し
」
―
―
（
日
本
語
聖
書
で
は
「
正
義
と
平
和
は
た
が
い
に
口
づ
け
し
」）
―
―
、と
旧
約
聖
書
「
詩
篇
」
八
五

篇

－

11
を
、
そ
う
と
は
言
わ
ず
に
引
用
し
、
か
つ
こ
れ
を
、「
処
罰
と
平
和
は
た
が
い
に
抱
き
合
い
口
づ
け
し
合
っ
て
い
る
の
だ
、
結

ば
れ
て
い
る
の
だ
」
と
解
釈
し
て
み
せ
る
。「
悪
し
き
者
」
た
ち
を
「
処
罰
」
し
な
け
れ
ば
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
「
平
和
」
は
な
い
、滅

び
し
か
な
い
と
叫
ん
で
い
る
の
だ
。「
処
罰
を
早
く
行
な
え
ば
行
な
う
ほ
ど
早
く
恩
寵
に
恵
ま
れ
る
だ
ろ
う
」、
と
つ
け
加
え
て
も
い

る
。さ

ら
に
言
う
。
―
「
処
罰
は
剣
な
し
に
は
進
ま
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
処
罰
を
行
な
わ
な
い
と
い
っ
た
考
え
を
持
た
な
い
よ
う
に

身
近
に
剣
を
備
え
て
お
け
。
二
百
な
い
し
三
百
の
兵
士
を
備
え
て
お
け
。
誰
か
が
処
罰
に
値
す
る
こ
と
を
行
な
う
と
分
か
っ
た
ら
兵

士
を
出
し
て
そ
の
者
を
捕
ら
え
よ
。
…
…
誰
で
あ
れ
え
こ
ひ
い
き
な
く
こ
の
よ
う
に
処
罰
せ
よ
」。
―
―
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る「
処

罰
」
を
、
日
本
語
聖
書
に
な
ら
っ
て
「
正
義
」・「
義
」
と
訳
出
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
。
軍
隊
を
常
設
し
て
「
処
罰
」
に
当

た
ら
せ
よ
と
言
う
時
、
こ
の
「
処
罰
」
は
、
ほ
と
ん
ど
「
処
刑
」
と
言
っ
て
い
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。（
参

照
、
↓
本
稿
本
文
末
尾
）

し
か
も
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
、
こ
れ
で
も
言
い
た
り
な
い
と
ば
か
り
に
、
居
な
ら
ぶ
執
政
委
員
＝
閣
僚
た
ち
に
言
う
。
―
〔
こ

う
し
た
〕「
処
罰
を
、
担
当
官
た
ち
に
行
な
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
も
し
彼
ら
が
そ
う
す
る
の
を
望
ま
な
い
な
ら
、
そ
し
て
そ
れ
が
…
…

四
回
の
ロ
ー
プ
に
よ
る
吊
る
し
落
と
し
に
値
す
る
な
ら
、
そ
の
罰
に
処
す
る
こ
と
で
す
」。

「
ロ
ー
プ
に
よ
る
吊
る
し
落
と
し
」
と
は
、
捕
ら
え
ら
れ
た
者
の
両
足
を
足
枷
で
縛
り
、
天
井
に
し
つ
ら
え
た
鉄
の
滑
車
に
か
け
た

ロ
ー
プ
の
一
方
の
端
で
両
肩
、
両
腕
を
後
ろ
手
に
し
め
上
げ
、
他
の
端
を
引
い
て
身
体
を
吊
る
し
、
天
井
ま
で
引
き
上
げ
て
落
と
し
、

ま
た
引
き
上
げ
て
落
と
す
と
い
う
、
こ
の
時
代
の
残
虐
な
拷
問
で
あ
る
。
腕
は
固
定
さ
れ
て
い
て
ま
わ
ら
な
い
の
に
上
に
引
か
れ
る
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る
」、
と
断
言
し
て
い
る
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
彼
は
、
自
分
が
今
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ー
レ
だ
、
こ
こ
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
「
神
の
砦
」

と
な
っ
て
い
る
預
言
者
だ
、
神
が
そ
う
言
っ
て
い
る
、
と
公
言
し
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
で
よ
う
や
く
、こ
の
説
教
の
タ
イ
ト
ル
に
「
エ
ゼ
キ
エ
ー
レ
書
」
の
冒
頭
（
第
一
章

－

1
）
―
―
「
わ
た
し
〔
＝
エ
ゼ
キ
エ
ー

レ
〕
が
…
…
捕
囚
の
人
々
の
う
ち
に
い
た
時
、
天
が
開
け
て
、
神
の
幻
〔
＝visione 

〕
を
見
た
」
―
―
を
お
い
て
い
る
理
由
も
見

え
て
く
る
。
自
分
も
神
の
「
幻
」
を
見
、
そ
の
「
幻
」
の
声
を
聞
い
た
、
と
言
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
自
分

を
「
こ
の
ア
モ
ス
」
す
な
わ
ち<

現
在
の
ア
モ
ス>

と
言
っ
た
の
に
続
い
て
、こ
こ
で
は
自
分
を<

現
在
の
エ
ゼ
キ
エ
ー
レ>

と
言
っ

て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
捕
囚
状
態
を
語
っ
た
上
で
、
自
分
た
ち
を
こ
こ
に
追
い
こ
ん
だ
、
そ
し
て
さ
ら
に
追
い
こ
も
う
と
し
て

い
る
「
信
仰
心
無
き
者
た
ち
や
邪
悪
な
者
た
ち
」
を
「
処
罰
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
説
教
の
終
わ
り
近
く
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

叫
び
始
め
た
の
だ
。
放
置
し
て
お
け
ば
「
こ
の
都
市
〔
国
家
〕
全
体
を
滅
ぼ
す
危
険
が
あ
る
」
者
た
ち
に
対
し
て
行
な
え
と
叫
ぶ
「
処

罰
」
に
は
、
も
う
「
処
刑
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、「
政
庁
」
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
行
な
っ
た
一
二
月
一
三
日
の
説
教）

36
（

で
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、

ま
ず
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
対
す
る
神
の
「
恩
恵
」
を
ひ
と
し
き
り
語
る
。
そ
の
「
恩
恵
」
の
中
心
は
、「
大
評
議
会
」
で
あ
り
、
そ
れ
を

核
と
す
る
新
政
体
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
自
由
」
で
あ
る
。「
こ
れ
は
神
の
最
大
の
恩
恵
で
あ
る
」。
…
…
こ
れ
を
汝
ら
は
非
常
に
喜
ん

で
い
た
。
し
か
し
今
、
口
説
の
徒
、
不
平
不
満
の
徒
な
ど
邪
悪
な
「
彼
ら
は
そ
の
恩
を
忘
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
加
え
て
恩
恵
を
悪

事
と
み
な
し
て
い
る
」。

そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
「
悪
し
き
者
た
ち
」
を
「
処
罰
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、と
な
る
の
は
当
然
の
論
理
だ
ろ
う
。
彼
ら
を
め
ぐ
る
様
々
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た
ち
は
こ
の
都
市
〔
国
家
〕
全
体
を
滅
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
こ
の
説
教
の
大
部
分
は
自
分
に
対
す
る
、
彼
に
言
わ
せ
れ
ば
い
わ
れ
の
な
い
非
難
、
攻
撃
へ
の
反
論

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
分
が
汝
〔
ら
〕
を
「
だ
ま
し
た
」
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
「
神
の
光
が
汝
〔
ら
〕
を
だ
ま
し
た
と
い
う
こ

と
だ
」。「
こ
の
修
道
士
が
汝
〔
ら
〕
を
だ
ま
し
た
の
な
ら
、
そ
の
嘘
が
長
年
あ
ば
か
れ
な
か
っ
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
と

神
は
言
っ
て
い
る
」。
―
―
こ
こ
で
も
、
自
分
は
「
神
の
光
」
を
受
け
て
神
の
意
志
を
聞
い
て
い
る
、
自
分
の
言
う
こ
と
は
神
の
意
志

な
の
だ
と
公
言
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、「
私
は
汝
〔
ら
〕
を
支
配
し
よ
う
な
ど
と
思
っ
て
い
な
い
。
私
は
言
い
た
い
こ
と
は
こ
こ
〔
＝
説
教
壇
〕
で
公
然

と
言
っ
て
い
る
」。
―
―
裏
面
で
自
分
の
悪
口
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
内
外
に
向
け
て
広
げ
て
い
る
者
た
ち
と
は
、
自
分
は
ま
っ
た
く

違
う
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
。

こ
う
声
高
に
自
己
主
張
し
な
が
ら
、
彼
は
時
に
、
自
分
に
迫
る
危
機
も
語
る
。
―
「
汝
〔
ら
〕
は
大
変
な
危
機
に
在
る
と
言
う

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
ほ
ど
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
は
い
な
い
。
我
々
は
、
こ
こ
〔
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
〕
で
、
こ
の
移

住
〔
＝
捕
囚
〕
状
態
に
在
る
の
だ
。
何
と
主
な
る
神
は
、『
汝
ら
が
私
の
言
う
こ
と
を
行
な
お
う
と
欲
し
て
い
る
限
り
、
汝
ら
の
中
に

エ
ゼ
キ
エ
ー
レ
、
す
な
わ
ち
神
の
砦
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
』
と
言
っ
て
い
る
の
だ
」。

自
分
は
比
類
な
き
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
危
機
感
を
語
り
な
が
ら
同
時
に
、
自
分
の
神
的
存
在
を
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
我
々
は
」
―
―
と
い
つ
も
な
が
ら
聴
衆
を
自
分
に
と
り
こ
み
、
か
つ
彼
ら
に
自
分
と
の
一
体
感
を
無
意
識
に
抱
か
せ
な

が
ら
―
―
、
捕
囚
の
身
に
陥
っ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
状
態
に
こ
こ
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
お
か
れ
て
い
る
の
だ
と
認
識
さ
せ
て
い

る
。
加
え
て
、
こ
の
我
々
の
中
に
、
か
つ
て
捕
囚
状
態
に
在
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
た
ち
の
中
で
神
の
言
葉
を
語
り
、
語
れ
な
い
こ
と

は
書
き
続
け
た
預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ー
レ
が
、
ま
さ
に
「
神
の
砦
」
と
な
っ
て
い
た
エ
ゼ
キ
エ
ー
レ）

35
（

が
い
る
、
そ
う
「
神
が
言
っ
て
い
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な
気
配
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
情
況
は
深
刻
に
な
っ
て
い
た
。
い
つ
終
わ
る
か
も
分
か
ら
な
い
ピ
ー
サ
と
の
戦
闘
は
近
郊

の
農
村
地
帯
を
疲
弊
さ
せ
、
市
内
の
食
料
不
足
が
表
面
化
し
て
い
た
。
く
り
返
し
に
な
る
け
れ
ど
も
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
言
わ
せ

れ
ば
戦
闘
、飢
饉
、ペ
ス
ト
は
す
べ
て
神
罰
だ
っ
た
。
す
べ
て
が
、日
頃
の
諸
々
の
罪
の
結
果
だ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
罪
に
つ
い
て
「
悔

い
改
め
」、
神
を
信
じ
神
に
「
依
り
頼
む
」
こ
と
だ
け
が
救
わ
れ
る
道
だ
っ
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
救
わ
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
自
明

の
こ
と
だ
っ
た
。

他
方
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
反
対
派
に
言
わ
せ
れ
ば
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
苦
難
、
苦
境
は
す
べ
て
彼
の
主
導
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
王

へ
の
傾
倒
、
依
存
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
イ
タ
リ
ア
内
外
で
の
孤
立
が
招
い
た
も
の
だ
っ
た
。
い
き
お
い
、
彼
に
対
す
る
様
々
の
非

難
、
企
み
、
攻
撃
が
、
表
面
で
も
裏
面
で
も
激
し
く
な
っ
た
。
彼
が
自
分
の
一
大
功
績
と
し
て
く
り
返
し
暗
示
的
に
、
い
や
も
う
半

ば
直
截
的
に
語
り
続
け
る
神
の
「
大
評
議
会
」
と
そ
れ
を
「
形
相
」〔
＝
核
〕
と
す
る
新
政
体
へ
の
非
難
、
攻
撃
が
激
し
く
な
っ
た
。

「
政
庁
」
へ
の
、
ま
た
執
政
委
員
＝
閣
僚
へ
の
攻
撃
も
生
じ
始
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
情
況
の
緊
迫
化
を
、
何
よ
り
も
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
説
教
が
物
語
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
、
彼
が
説
く
諸
々
の

罪
を
犯
す
者
た
ち
の
「
処
罰

0

0

」〔
＝giustizia, iustizia

＊

〕
を
訴
え
始
め
て
い
る
の
だ
。
し
か
も
す
ぐ
「
処
罰
」
の
対
象
を
広
め
、
か

つ
そ
の
内
容
を
厳
し
く
し
て
い
く
の
だ
。「
処
罰
」
に
「
処
刑
」
の
意
味
を
こ
め
て
語
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
。（
参
照
、
↓
本

稿
本
文
末
尾
）

一
一
月
三
〇
日
の
、旧
約
聖
書
「
エ
ゼ
キ
エ
ー
レ
書
」
の
冒
頭
（
一
章

－

1
）
を
タ
イ
ト
ル
と
す
る
説
教
で
は）

34
（

、終
わ
り
近
く
な
っ

て
か
ら
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
「
司
法
八
人
委
員
会
」
の
委
員
や
諸
々
の
行
政
官
た
ち
〔
＝M

agistrati

〕
に
、「
諸
々
の
悪
徳
や
罪
に

立
ち
向
か
う
法
を
、
良
き
〔
＝
正
し
き
〕
法
」
を
作
れ
、「
処
罰
を
！　

処
罰
を
！
」、
と
命
じ
て
い
る
。
そ
の
対
象
と
し
て
具
体
的

に
挙
げ
て
い
る
悪
徳
者
は
、
男
色
者
と
、「
一
日
中
、
市
民
た
ち
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
煽
動
家
た
ち
」
だ
け
で
あ
る
。
特
に
煽
動
家
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が
、
奇
蹟
だ
と
確
信
し
て
神
を
ほ
め
讃
え
た）

32
（

。

ま
る
で
神
風
が
恐
る
べ
き
敵
、
皇
帝
と
そ
の
強
力
な
軍
隊
を
一
日
に
し
て
一
掃
し
た
か
の
よ
う
な
、
ま
さ
に
「
奇
蹟
」
の
よ
う
な

物
語
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
旧
約
聖
書
に
あ
る
〔
諸
々
の
〕
奇
蹟
の
い
ず
れ
に
も
劣
ら
な
い
奇
蹟
だ
っ
た
」
と
、
ラ
ン
ド
ゥ
ッ

チ
は
信
じ
て
や
ま
な
い
。
そ
う
信
じ
よ
う
と
し
な
い
多
く
の
者
は
「
恩
知
ら
ず
」
だ
と
も
信
じ
て
や
ま
な
い
。

こ
の
文
章
は
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
説
教
か
ら
の
引
用
だ
と
言
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
彼
の
思
考
が
い
か
に
信
奉
者
の

内
面
深
く
に
浸
透
し
て
い
た
か
を
示
す
好
例
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
実
状
は
か
な
り
違
っ
た
よ
う
だ
。
皇
帝
軍
が
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
攻
撃
の
態
勢
を
整
え
な
い
で
い
る
う
ち
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
を
出
た

フ
ラ
ン
ス
王
の
艦
隊
が
密
か
に
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
に
接
近
し
、
皇
帝
の
艦
隊
を
い
わ
ば
奇
襲
攻
撃
し
た
た
め
皇
帝
の
艦
隊
が
敗
れ
、
皇
帝

は
か
ろ
う
じ
て
逃
れ
た
と
い
う
の
が
実
状
の
よ
う
だ）

33
（

。

そ
う
だ
っ
た
と
す
る
と
、サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の<

光
輪>

フ
ラ
ン
ス
王
の
威
力
は
、ま
だ
全
面
的
に
消
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、「
神
の
奇
蹟
と
恩
竉
」
を
語
る
中
で
ラ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
軍
の

存
在
を
ま
っ
た
く
意
識
し
て
い
な
い
。
意
識
し
な
い
ま
ま
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
く
り
返
し
て
い
た
「
神
の
使
者
」
フ
ラ
ン
ス
王
の

存
在
な
し
に
生
じ
た
神
の
「
奇
蹟
」
を
、「
恩
竉
」
を
語
っ
て
い
る
。
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
信
奉
者
が
彼
の
説
教
を
そ
の
ま
ま
く
り
返

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
記
述
を
、
無
意
識
の
う
ち
に
、<
光
輪>
を
失
な
っ
た
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
自
身
へ
の
信
奉
の
念
か
ら
展
開
し
て

い
る
。<

光
輪>

が
消
え
た
、い
う
な
ら
ば
自
立
し
た
―
―
と
い
う
よ
り
は
自
立
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
―
―
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
を

信
奉
す
る
者
の
存
在
を
み
ず
か
ら
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ラ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
の
言
う
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
で
の
「
奇
蹟
」
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
で
「
奇
蹟
」
的
効
力
を
発
揮
し
た
よ
う



－ 168 －

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
時
代
、
生
涯
、
思
想
（
十
四
）

三
五
（
611
）

た
。
教
皇
庁
内
部
で
は
、
こ
の
抗
議
に
反
論
し
な
い
ま
ま
、
い
や
で
き
な
い
ま
ま
、
そ
の
書
簡
を
破
り
捨
て
た
と
い
う）

30
（

。

教
皇
庁
内
部
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
勅
書
の
名
宛
人
と
さ
れ
た
修
道
会
の
上
層
部
に
も
、
教
皇
（
庁
）
の
心
底
に
あ
る
狙
い
の
実
現

に
協
力
す
る
だ
け
の
意
気
を
持
つ
者
は
い
な
か
っ
た
。
サ
ン
・
マ
ル
コ
修
道
院
の
新
修
道
会
へ
の
転
属
は
無
論
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ

の
院
長
か
ら
一
修
道
士
へ
の
降
格
も
、
自
分
た
ち
に
は
抗
し
難
い
相
当
の
論
争
、
抵
抗
を
招
く
こ
と
は
必
定
と
思
わ
れ
た
か
ら
だ
ろ

う
。
結
果
的
に
勅
書
は
、
少
な
く
と
も
表
面
上
、
何
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
も
な
く
終
わ
っ
た）

31
（

。

他
方
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
で
は
、
ラ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
の
よ
う
な
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
信
奉
者
た
ち
の
信
念
は
揺
ら
い
で
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
示
唆
す
る
よ
う
な
記
述
が
ラ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
自
身
の
『
日
誌
』
に
見
ら
れ
る
。

一
一
月
一
七
日
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
と
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
人
の
艦
隊
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
人
が
大
勢
お
ぼ
れ
て

死
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」。
…
…
そ
の
中
に
「
皇
帝
用
の
艦
艇
が
一
隻
」
あ
っ
た
。
ピ
ー
サ
の
近
く
の
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
を
ピ
ー
サ
軍

と
と
も
に
攻
略
す
る
た
め
に
そ
こ
に
い
た
の
だ
。
た
だ
し
、「
皇
帝
は
嵐
が
く
る
少
し
前
に
上
陸
し
て
い
た
」。
…
…
「
事
実
上
、
彼

ら
は
陣
を
引
き
払
っ
た
。
皇
帝
は
自
分
の
艦
艇
を
失
な
っ
た
し
自
分
の
命
も
失
な
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
」。
―
―
こ
う
述
べ
た
後
、ラ
ン

ド
ゥ
ッ
チ
は
つ
け
加
え
て
い
る
。

皇
帝
は
、
こ
の
有
り
さ
ま
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
へ
の
神
の
助
け
を
表
わ
す
奇
蹟
だ
と
見
て
と
り
、
す
ぐ
立
ち
去
っ
た
。
こ
の

計
略
を
放
棄
し
た
の
だ
。
は
る
ば
る
ド
イ
ツ
か
ら
ピ
ー
サ
を
自
分
の
配
下
に
入
れ
る
た
め
に
遠
征
し
て
来
た
の
に
、
だ
。
し
か

も
ピ
ー
サ
人
が
み
ず
か
ら
配
下
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
の
に
、
だ
。
こ
う
し
て
こ
の
戦
火
は
一
日
で
消
え
た
。
こ
の
奇
蹟
は
旧

約
聖
書
に
あ
る
〔
諸
々
の
〕
奇
蹟
の
い
ず
れ
に
も
劣
ら
な
い
奇
蹟
だ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
う
み
な
そ
う
と
し
な
い
恩
知
ら

ず
な
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。
で
も
、
神
の
諸
々
の
恩
寵
と
奇
蹟
を
感
じ
と
る
善
良
で
賢
明
な
人
た
ち
の
大
部
分
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た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
形
式
上
、
無
視
で
き
る
可
能
性
も
、
教
皇
は
あ
ら
か
じ
め
残
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
、
勅
書
の

中
で
、
こ
の
指
示
に
そ
む
く
者
、
異
議
を
唱
え
る
者
は
「
破
門
」
を
含
む
広
範
囲
の
罰
に
処
す
る
と
宣
告
し
て
い
た
の
だ）

27
（

。

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
反
論
を
幾
重
に
も
封
じ
て
お
こ
う
と
す
る
、
こ
の
臆
病
と
も
思
え
る
ほ
ど
細
心
狡
猾
な
、
そ
れ
で
い
て
強
硬

な
勅
書
の
狙
い
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
、
関
係
者
の
誰
も
が
暗
黙
の
う
ち
に
見
抜
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
い
う
な
ら
ば
こ
れ
ま
で
彼

を
放
置
し
て
き
た
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
修
道
会
か
ら
彼
を
引
き
離
し
、
教
皇
庁
の
直
接
の
監
視
と
指
揮
を
及
ぼ
し
や
す
い
ロ
ー
マ
修

道
会
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
過
程
で
彼
を
修
道
院
長
か
ら
一
介
の
修
道
士
に
降
格
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
言

動
の
影
響
力
を
減
ら
す
こ
と
に
、
い
や
彼
を
完
全
に
黙
ら
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
勅
書
発
信
の
最
強
の
推
進
者
だ
っ
た
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
）
修
道
士
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
メ
イ
が
、
こ
の
時

か
ら
一
年
八
ヵ
月
後
、
九
八
年
七
月
八
日
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
「
政
庁
」
宛
の
書
簡
で
明
言
し
て
い
る
。
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
早
く
か

ら
強
く
敵
対
し
て
き
た
彼
メ
イ
は
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
処
刑
後
二
ヵ
月
た
ら
ず
し
て
、
自
分
も
こ
の
勅
書
も
「
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ

を
根
こ
そ
ぎ
に
、
根
絶
や
し
に
す
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
た
」
と
誇
ら
し
げ
に
書
い
て
い
る）

28
（

。

し
か
も
こ
の
勅
書
発
信
に
は
、
彼
の
協
力
者
だ
っ
た
ド
メ
ニ
コ
会
守
護
枢
機
卿
カ
ラ
ッ
フ
ァ
（
参
照
、
↓
Ⅶ
章
、
前
章
）
も
同
調

し
て
い
た
と
い
う
。
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
教
皇
に
対
す
る
か
た
く
な
な
態
度
が
教
皇
に
よ
る
彼
へ
の
、
ま
た
サ
ン
・
マ
ル
コ
修
道
院

そ
の
も
の
へ
の
重
罰
を
招
き
か
ね
な
い
と
危
惧
し
、
こ
の
枢
機
卿
は
密
か
に
態
度
を
変
え
て
い
た
の
だ
と
い
う）

29
（

。
お
そ
ら
く
サ
ヴ
ォ

ナ
ロ
ー
ラ
が
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
こ
ろ
で
、
彼
の
足
場
は
崩
れ
て
い
た
の
だ
。

こ
の
勅
書
に
対
し
て
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
自
身
が
反
論
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
修
道
院
の
二
五
〇
名
の

修
道
士
が
全
員
一
致
で
、
勅
令
は
教
会
の
規
則
に
反
す
る
の
も
の
で
あ
り
、
命
じ
ら
れ
た
新
修
道
会
へ
の
転
属
は
、
現
在
、
自
分
た

ち
が
服
し
て
い
る
厳
格
な
戒
律
の
下
か
ら
弛
緩
し
た
戒
律
の
下
に
入
る
こ
と
に
な
る
か
ら
従
え
な
い
と
、
教
皇
宛
に
書
簡
で
抗
議
し
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く
り
返
し
神
に
代
わ
っ
て
語
っ
て
や
っ
た
、
そ
し
て
救
っ
て
や
っ
た
自
分
を
、
あ
ろ
う
こ
と
か
悪
人
あ
つ
か
い
し
て
歯
向
か
っ
て

く
る
者
た
ち
へ
の
怒
り
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
こ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
ま
で
彼
は
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
説

教
は
物
語
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
説
教
の
結
び
は
や
は
り
、「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
よ
、
悔
い
改
め
る
の
だ
。
人
々
よ
、
悔
い
改
め
る
の
だ
」、
で
あ
る
。
そ

う
す
れ
ば
、「
主
は
我
々
に
幾
つ
も
の
恩
寵
を
与
え
て
下
さ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
罰
を
や
わ
ら
げ
て
下
さ
る
だ
ろ
う
…
…
」。

こ
の
頃
、
教
皇
は
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
を
黙
ら
せ
る
策
を
教
皇
庁
内
部
で
じ
っ
く
り
練
ら
せ
て
い
た
。
そ
し
て
一
一
月
七
日
、
ト

ス
カ
ー
ナ
と
ロ
ー
マ
の
二
つ
の
地
方
に
あ
る
一
六
の
ド
メ
ニ
コ
会
修
道
院
に
対
し
勅
書
を
発
し
た
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
形
式
上
ド

メ
ニ
コ
会
の
上
層
部
や
各
地
方
の
主
な
修
道
院
の
指
導
者
た
ち
に
宛
て
ら
れ
て
い
て
、
各
修
道
院
長
に
宛
て
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

か
っ
た
。
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
も
宛
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
中
で
教
皇
は
、二
つ
の
地
方
の
修
道
会
を
合
わ
せ
た
新
た
な「
ト

ス
コ
・
ロ
マ
ー
ナ
修
道
会
」
の
設
立
を
命
じ
た
。
か
つ
、
そ
の
指
導
者
は
ド
メ
ニ
コ
会
の
総
長
お
よ
び
会
の
守
護
枢
機
卿
に
よ
っ
て

二
年
以
内
に
選
出
さ
れ
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
う
し
た
改
革
の
理
由
と
し
て
、
両
地
方
が
地
理
的
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
と
、
当
該
の

各
修
道
院
に
良
き
〔
＝
正
し
き
〕
慣
習
や
正
規
の
義
務
の
遂
行
を
広
め
る
と
い
う
教
皇
の
「
聖
な
る
願
い
」
と
を
挙
げ
た
。
と
い
う

の
も
こ
の
「
聖
な
る
願
い
」
は
、
各
修
道
院
で
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
修
道
院
に
お
け
る
ほ
ど
完
璧
に
は
実
現
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。

ま
る
で
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
数
々
の
主
張
や
行
動
を
他
の
院
に
範
と
し
て
普
及
さ
せ
た
い
と
い
う
、「
聖
な
る
願
い
」
か
ら
出
た

組
織
改
革
命
令
で
あ
る
か
の
よ
う
な
言
い
ま
わ
し
で
あ
る
。
こ
う
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
反
論
を
あ
ら
か
じ
め
封
じ
よ
う
と
し

た
の
だ
。
し
か
も
、こ
の
勅
書
の
名
宛
人
か
ら
彼
を
排
し
て
い
た
こ
と
で
、こ
の
勅
書
に
つ
い
て
彼
自
身
か
ら
教
皇
へ
の
反
論
が
あ
っ
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無
論
、
彼
は
あ
く
ま
で
自
分
が
神
に
心
か
ら
信
従
す
る
「
正
し
い
」
僕
だ
と
信
じ
こ
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
信
じ
こ
み
が
強

い
ほ
ど
、
神
は
彼
の
内
部
で
彼
に
よ
り
忠
実
に
信
従
す
る
僕
と
化
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
神
と
い
う
存
在
は
、
信
仰
者
・
信
従
者
に

と
っ
て
何
と
大
き
な
力
を
与
え
発
揮
さ
せ
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
か
。
有
て
い
に
言
う
な
ら
何
と
利
用
価
値
の
大
き
な
存
在
で

あ
る
こ
と
か
。

同
様
の
こ
と
が
、
彼
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
を
非
難
、
攻
撃
す
る
他
の
、
上
は
教
皇
に
始
ま
る
全
聖
職
者
た
ち
に
も
俗
界
の
一
般
信
徒

た
ち
に
も
生
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
―
―
た
だ
し
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
言
わ
せ
る
ま
で
も
な
く
彼
ら
は
、
彼
の
よ
う
に
心
底
か

ら
の
信
仰
は
持
た
ず
、
た
だ
神
を
華
や
か
さ
と
荘
厳
さ
の
中
に
飾
り
上
げ
て
利
用
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
―
―
。
こ
う
し
て
、
同
一

の
信
仰
対
象
で
あ
る
神
が
、
敵
、
味
方
と
し
て
争
う
者
た
ち
の
い
ず
れ
の
内
面
で
も
、
相
手
を
殺
す
こ
と
を
赦
す
全
能
の
僕
と
し
て

存
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
い
や
異
な
っ
た
諸
々
の
神
を
め
ぐ
っ
て
も
、
ま
た
神
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
何
ら
か
の
超
越
的
な
崇

拝
・
信
仰
対
象
を
め
ぐ
っ
て
も
、
そ
の
信
徒
・
信
従
者
た
ち
の
内
面
で
は
同
様
の
こ
と
が
生
ず
る
の
だ
ろ
う）

26
（

。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ

で
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
つ
い
て
だ
け
論
ず
る
の
は
一
方
的
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
い
か
に
追
い
こ
ま
れ
危
機
感
を
強
め
て
い
た
と
は
い
え
、
彼
は
何
と
傲
慢
な
、
大
胆
す
ぎ
る
ほ
ど
大
胆

な
こ
と
か
。
こ
こ
ま
で
言
え
ば
当
然
、
自
分
の
こ
の
大
貢
献
を
さ
て
お
い
て
自
分
に
異
議
を
唱
え
る
者
た
ち
の
「
忘
恩
」
を
責
め
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
説
教
を
終
え
る
寸
前
で
言
う
。

私
は
自
分
の
こ
と
を
案
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
汝
は
神
に
逆
ら
っ
て
い
る
の
だ
。
と
い
う
の
も
〔
私
が
述
べ
た
〕
教
義
は

私
の
も
の
で
は
な
い
と
汝
に
言
っ
た
か
ら
だ
。
お
お
、
悪
し
き
者
よ
、
汝
は
自
分
が
大
恩
を
受
け
て
い
る
当
の
者
の
悪
口
を
言

い
、
恩
恵
を
悪
事
と
み
な
し
て
い
る
。
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だ
か
ら
こ
そ
、
万
事
が
自
分
の
言
っ
た
と
お
り
、
指
示
し
た
と
お
り
に
な
っ
た
の
だ
、
汝
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
、
汝
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

の
民
は
再
び
自
分
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
の
だ
、
と
声
高
ら
か
に
言
っ
て
い
る
、
言
え
て
い
る
。

し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
こ
の
時
、
王
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
期
待
し
て
い
た
こ
と
は
何
も
語
ら
ず
、
市
内
に
不
満
が
生
じ
た
。
ま

た
王
も
軍
も
急
ぎ
帰
路
に
つ
い
た
の
は
、
そ
う
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
し
か
し

彼
は
こ
こ
で
は
も
う
そ
れ
ら
現
実
の
情
況
に
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
な
い
。
―
―
尤
も
あ
の
時
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
彼
の
信
奉
者
を
中

心
に
、
王
軍
に
よ
る
再
占
領
の
危
機
が
去
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
が
喧
伝
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
は
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
大
き
な
貢
献
の

賜
物
だ
と
信
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
、
彼
は
そ
れ
を
こ
の
説
教
で
皆
に
思
い
起
こ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
彼
は
さ
ら
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
こ
の
二
年
間
、
戦
闘
に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
神
が
様
々
の
方
法
で
汝
を
救
っ

て
下
さ
っ
た
か
ら
だ
と
く
り
返
す
。
そ
う
し
な
が
ら
加
え
て
言
う
。
―
「
私
が
力
を
有
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
現
在
も
他

の
時
も
神
が
そ
の
力
を
私
の
中
で
〔
＝
私
を
介
し
て
〕
ふ
る
お
う
と
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
だ
」。

こ
こ
で
も
、
自
分
の
力
は
神
の
力
だ
、
自
分
の
内
な
る
神
の
力
だ
と
断
言
し
て
い
る
。
こ
う
全
能
の
神
を
前
面
に
出
し
て
、
い
や

頭
上
は
る
か
に
か
ざ
し
て
断
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
り
て
い
に
言
う
な
ら
神
を
自
分
の
全
能
の
僕
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
先
に
見
た
よ
う
に
（
参
照
、
↓
Ｘ
章
）、
す
で
に
一
年
あ
ま
り
前
に
も
表
わ
れ
て
い
た
。
神
の
「
大
評
議
会
」
の

廃
棄
を
意
図
し
て
「
全
市
民
集
会
」
開
催
を
試
み
る
執
政
委
員
＝
閣
僚
を
、「
何
び
と
が
切
り
刻
ん
で
も
罪
を
問
わ
れ
な
い
」
こ
と
に

せ
よ
と
命
じ
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
こ
と
も
す
べ
て
「
ま
ず
〔
神
に
〕
祈
っ
た
」
上
で
行
な
う
よ
う
命
じ
て
い
た
。
神
は
自

分
に
祈
る
者
に
そ
う
い
う
こ
と
を
赦
す
存
在
だ
と
暗
示
し
て
い
た
。
今
や
、
そ
う
い
う
神
が
そ
の
全
能
の
力
を
彼
の
「
中
で
」、
彼
を

「
介
し
て
ふ
る
お
う
と
し
て
」
い
る
と
断
言
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
神
は
も
う
、彼
の
内
部
に
在
っ
て
彼
の
意
志
ど
お
り
に
働
く
全
能

の
僕
と
化
し
て
い
る
の
だ
。



－ 173 －

三
〇
（
606
）

見
で
王
に
市
内
略
奪
を
止
め
さ
せ
た
と
堂
々
と
語
っ
て
い
る
。「
神
が
す
べ
て
を
…
…
」、「
神
に
よ
っ
て
…
…
」
と
、
取
っ
て
つ
け
た

よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
も
、
自
分
の
神
的
威
厳
を
、
神
聖
性
を
感
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
の
表
わ
れ
だ
ろ
う
。
こ
う
言
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
に
与
え
た
自
分
自
身
の
神
的
功
績
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、
王
と
の
こ
の
合
意
が
実
際
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
ど
の
程
度
の
効
果
を
与
え
た
の
か
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
こ

と
は
、
何
も
語
っ
て
い
な
い
。

そ
し
て
さ
ら
に
加
え
て
次
の
会
談
―
―
（
彼
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
こ
の
説
教
の
時
点
か
ら
二
年
前
で
は
な
く
、
一
年
四
ヵ
月
前

の
九
五
年
六
月
一
七
日
の
、
近
郊
ポ
ッ
ジ
ボ
ン
ス
ィ
で
の
会
談
）
―
―
に
つ
い
て
も
語
る
。
ナ
ー
ポ
リ
か
ら
事
実
上
、
敗
退
し
て
き

た
王
に
よ
る
市
内
再
占
拠
の
危
険
を
覚
え
た
「
政
庁
」
か
ら
派
遣
さ
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。（
参
照
、
↓
Ⅻ
章
）

「
汝
〔
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
〕
が
知
っ
て
の
と
お
り
私
は
王
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
が
、〔
そ
の
時
〕
汝
に
、
神
が
王
に
怒
り
を
他
所
で
ぶ

ち
ま
け
さ
せ
て
下
さ
る
よ
う
祈
れ
と
言
い
残
し
た
」。
…
…
「
あ
の
時
、
王
陛
下
と
話
し
、
王
〔
軍
〕
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
状
態
で
〔
フ

ラ
ン
ス
に
向
か
っ
て
〕
出
発
し
た
。
私
は
話
し
た
の
だ
、
貴
殿
た
ち
は
、
私
が
前
に
言
っ
た
こ
と
を
、
神
が
欲
し
て
い
る
こ
と
を
行

な
わ
な
け
れ
ば
大
苦
難
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
。
―
―
さ
あ
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
よ
、汝
は
あ
の
時
、神
に
依
り
頼
み
か
つ
祈
っ

た
か
ら
再
び
救
わ
れ
た
の
だ
。
…
…
汝
に
言
う
、
神
に
依
り
頼
め
ば
、
と
に
か
く
汝
は
救
わ
れ
る
だ
ろ
う
」。

自
分
の
指
示
に
従
う
者
は
す
べ
て
神
に
救
わ
れ
、
従
わ
な
い
者
は
「
大
苦
難
」
に
あ
う
と
豪
語
し
て
い
る
。
こ
の
前
提
に
は
、
神

は
自
分
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
祈
る
と
お
り
に
行
動
す
る
、
自
分
が
赦
そ
う
と
思
う
者
を
赦
し
、
苦
難
に
あ
う
べ
き
だ
と
思
う
者
に
苦

難
を
与
え
る
と
い
う
思
い
こ
み
が
、
幻
想
が
あ
る
。
彼
の
内
心
で
は
、
全
能
の
神
は
自
分
の
思
い
を
す
べ
て
こ
の
世
で
代
行
し
て
く

れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
神
は
も
う
、
彼
の
主
張
の
す
べ
て
を
正
統
化
す
る
全
能
の
僕
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

い
や
、
有
り
て
い
に
言
う
な
ら
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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二
年
前
に
「
救
い
出
」
さ
れ
た
、「
救
わ
れ
た
」
こ
と
と
し
て
「
汝
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
思
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
は
二
つ
あ
る

と
い
う
。
一
つ
は
メ
デ
ィ
チ
支
配
か
ら
の
そ
れ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
フ
ラ
ン
ス
王
の
襲
来
、
王
軍
に
よ
る
占
領
か
ら
の
そ
れ
で
あ

る
。
初
め
の
件
に
つ
い
て
は
、「
革
命
が
起
こ
さ
れ
、
汝
は
神
に
よ
っ
て
大
き
な
危
機
か
ら
救
い
出
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
彼
の
言
う
「
革
命
」
す
な
わ
ち
メ
デ
ィ
チ
支
配
の
崩
壊
そ
の
も
の
に
は
、
次
の
フ
ラ
ン
ス
王
に
関
わ
る
件
に
比
べ
れ
ば
彼
が

誇
る
べ
き
貢
献
は
さ
ほ
ど
な
い
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
何
よ
り
も
自
分
の
貢
献
の
偉
大
さ
を
暗
示
し
た
い
彼
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
王
と
の
関
係
こ
そ
明
瞭
に
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
王
が
汝
〔
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
〕
の
市
内
に
い
た
時
、汝
が
ど
ん
な
危
機
に
お
か
れ
て
い
た
か
は
汝
が
知
っ
て
い
る
。
私
の
こ
と
を
思

い
起
こ
せ
。
私
の
修
道
士
た
ち
は
知
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
し
て
証
人
で
あ
る
の
だ
が
、
私
は
食
事
中
、
彼
ら
に
、
こ
の
都
市
〔
国

家
〕
に
大
き
な
神
罰
が
下
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
言
っ
た
の
だ
。
祈
る
よ
う
全
員
に
言
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
食
卓
か
ら
も

ど
り
、
王
陛
下
の
と
こ
ろ
に
行
こ
う
と
思
っ
た
、
そ
し
て
行
っ
た
の
だ
」。

こ
こ
か
ら
、
王
と
の
合
意
に
至
る
経
緯
を
具
体
的
に
語
っ
て
い
く
。「
王
の
館
」〔
＝
占
拠
し
て
自
陣
の
本
拠
と
し
て
い
た
メ
デ
ィ

チ
宮
〕
に
着
い
た
時
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
は
ば
む
者
は
入
れ
な
い
と
追
い
払
わ
れ
た
。
自
分
た
ち
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
全
体
を

略
奪
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し「
事
が
ど
う
動
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、す
べ
て
神
が
行
な
っ
て
下
さ
っ

た
の
だ
が
、
私
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
突
然
、
王
陛
下
の
前
に
導
か
れ
た
。
そ
こ
に
は
王
と
王
の
重
臣
た
ち
が
い
た
。
汝
〔
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
〕の
市
民
は
い
な
か
っ
た
。
王
は
私
に
非
常
に
丁
重
に
答
え
た
。
そ
し
て
す
べ
て
の
事
が
承
認
さ
れ
た
」。
…
…
王
は
私
に
そ
の

承
認
条
項
を
三
度
、
読
み
上
げ
さ
せ
た
。「
こ
う
し
て
す
べ
て
を
確
認
し
て
私
は
外
に
出
た
。
武
器
は
置
か
れ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

よ
、
こ
れ
ら
は
〔
我
々
が
神
に
〕
祈
っ
た
か
ら
神
が
行
な
っ
て
下
さ
っ
た
の
だ
」。

こ
れ
は
既
述
の
九
四
年
一
一
月
二
二
日
の
、
王
と
の
三
度
目
の
会
見
の
こ
と
で
あ
る
（
参
照
、
↓
Ⅷ
章
）。
自
分
が
王
と
の
単
独
会
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せ
た
伸
び
や
か
な
発
想
も
、
こ
こ
で
は
ま
っ
た
く
表
わ
れ
な
い
。
目
の
前
の
人
間
と
、
人
間
の
有
り
よ
う
と
、
自
分
の
内
面
で
神
に

捕
ら
わ
れ
ず
、
虚
心
に
対
話
す
る
と
こ
ろ
か
ら
得
ら
れ
た
だ
ろ
う
あ
の
思
考
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
人
間
統
治
の
具
体
的
手
法
に
か

か
わ
る
範
囲
に
、
し
か
も
神
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
信
じ
ら
れ
る
機
構
の
内
部
で
の
統
治
手
法
に
か
か
わ
る
範
囲
に
限
っ
て
、

生
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
彼
は
一
〇
月
末
の
こ
の
説
教
で
、
自
分
の
必
死
の
叫
び
に
、
勧
告
に
、
汝
ら
は
依
然
、
従
お
う
と
し
な
い
と
言
い
た
か
っ

た
の
だ
。
そ
し
て
実
際
、内
心
で
そ
う
嘆
い
て
い
た
、嘆
き
続
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
欠
点
は
す
べ
て
汝
ら
に
あ
り
、自
分
に
は
ま
っ

た
く
な
い
。
そ
う
彼
は
信
じ
て
や
ま
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
う
し
た
心
情
を
吐
露
す
る
か
の
よ
う
に
彼
は
言
う
。
―
汝
ら
の
こ
ん
な
有
り
よ
う
を
、「
私
は
な
る
よ
う
に
な
ら
せ
て
お
こ
う

と
思
っ
て
き
た
。
も
う
説
教
し
よ
う
と
い
う
意
志
も
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
政
庁
が
求
め
て
き
た
の
で
そ
れ
に
従
お
う
と
思
っ
た
の

だ
」。
さ
ら
に
言
う
。
―
「
イ
タ
リ
ア
が
救
わ
れ
る
方
法
は
な
い
。
…
…
す
べ
て
の
者
が
悪
魔
の
家

0

0

0

0

に
遊
び
に
行
く
の
だ
ろ
う
。
そ

こ
に
な
ら
汝
ら
も
招
か
れ
る
の
だ
ろ
う
」。
精
一
杯
の
皮
肉
を
こ
め
て
言
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
汝
ら
は
天
国
に
、神
の
元
に
招
か
れ

る
は
ず
な
ど
な
い
と
言
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

無
論
、
彼
は
こ
う
し
た
思
い
だ
け
で
内
心
を
満
た
し
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
説
教
も
こ
う
し
た
嘆
き
で
終
わ
り
は

し
な
か
っ
た
。
す
ぐ
ま
た
言
う
。
―
「
悔
い
改
め
よ
、神
を
信
じ
よ
、そ
う
す
れ
ば
神
は
汝
を
救
い
出
し
て
下
さ
る
だ
ろ
う
。
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
よ
、
汝
は
二
年
前
、
二
度
も
神
に
救
わ
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
も
神
に
依
り
頼
む
べ
き
な
の
だ
」。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、

そ
の
二
年
前
の
事
の
経
緯
を
延
々
と
語
っ
て
い
く
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
、
彼
自
身
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
「
救
い
出
し
」
た
経

緯
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
与
え
た
大
恩
の
こ
と
で
あ
る
。
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は
自
分
に
問
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？　

そ
う
問
わ
れ
た
ら
ど
う
答
え
れ
ば
い
い
の
か
？　

―
―

こ
う
自
問
し
て
み
る
、
そ
し
て
自
分
の
信
仰
と
自
分
が
見
聞
す
る
現
実
と
を
内
心
で
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
改
め
て
自
分
が
語
っ

て
い
る
教
義
を
検
証
し
て
み
る
き
っ
か
け
を
得
る
所
に
、
こ
の
時
、
彼
は
立
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
伝
え
ら
れ

て
き
た<
正
統
な>

―
―
と
自
分
が
信
ず
る
―
―
教
義
の
信
仰
に
、
多
少
と
も
自
分
自
身
の
思
考
を
、
思
想
を
育
み
加
え
て
い
く
い
い

契
機
を
得
ら
れ
る
所
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
き
っ
か
け
、
契
機
な
ど
、
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
に
は
感
得
で
き
な
か
っ
た
。
彼
の
内
心
の
目
に
は
、

自
身
の
思
考
の
生
成
を
促
す
よ
う
な
も
の
は
何
も
表
わ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
厳
し
い
現
実
に
激
し
く
打
た
れ
れ
ば
沈
黙
す
る
他

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？　

な
ぜ
？　

と
問
え
ば
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
（
参
照
、
↓
Ⅻ
章
）、
彼
に
は
酷
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
そ
の
根
本
の
要
因
を
求
め
れ
ば
、
や
は
り
生
き
た
時
代
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
、
境
遇
や
幼
児
の
頃
か
ら
受
け
た
教
育
に
ま

で
、
い
や
も
っ
と
根
源
的
な
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
持
っ
て
生
ま
れ
た
気
質
、
性
格
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
説
教
で
も
、
彼
が
取
り
あ
げ
非
難
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
強
く
勧
告
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
べ
て
こ
れ
ま
で
何
度
も
く
り

返
し
く
り
返
し
語
っ
て
き
た
、
叫
ん
で
き
た
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
真
実
」、「
真
理
」
は
、
こ
の
時
期
の
一
連
の
説
教

に
よ
れ
ば
、「
理
性
」
で
見
え
て
く
る
も
の
で
は
「
ま
っ
た
く
な
く
」、
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
「
超
自
然
の
光
」、
信
仰
の
光
に
よ
っ
て

見
え
て
く
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
分
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
そ
う
し
た
光
に
よ
っ
て
「
霊
感
を
与
え
ら
れ
」
て
汝
ら
に
「
真
理
」

を
語
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に
は
「
一
点
の
過
ち
」
も
な
い
。
ど
ん
な
現
実
に
直
面
し
て
も
、
彼
は
そ
う

信
じ
て
、
信
じ
こ
ん
で
や
ま
な
い
の
だ
。

八
月
二
〇
日
の
説
教
で
語
っ
た
あ
の
「
自
由
」
の
希
求
心
も
、「
普
き
民
衆
の
統
治
」
に
お
け
る
市
民
の
言
論
の
自
由
の
勧
奨
で
見
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の
か
？

こ
れ
ま
で
彼
は
、
多
く
の
機
会
に
こ
れ
ら
三
要
因
を
同
時
に
語
っ
て
き
た
。
直
近
の
説
教
で
は
、
夏
の
長
い
中
止
期
間
明
け
の
最

初
の
、
す
な
わ
ち
八
月
一
五
日
の
説
教）

25
（

で
も
、
終
わ
り
近
く
で
、「
い
ず
れ
に
せ
よ
戦
闘
、
飢
餓
、
そ
し
て
ペ
ス
ト
は
来
る
だ
ろ
う

が
、
そ
の
時
、
私
の
言
っ
た
こ
と
は
真
理
だ
と
分
か
る
だ
ろ
う
」、
と
言
っ
て
い
た
。「
言
っ
た
こ
と
」
と
は
、「
諸
々
の
災
難
は
悪
し

き
者
た
ち
」
に
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ペ
ス
ト
も
「
悪
し
き
者
」
す
な
わ
ち
彼
の
言
う
「
正
し
い
生
き
方
」
に
反
し

て
い
る
者
を
襲
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
三
要
因
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
つ
い
て
だ
け
語
る
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
ペ
ス
ト
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
〇
月
末
の
こ
の
説
教
で
は
、
ペ
ス
ト
に
つ
い
て
だ
け
語
っ
て
い
な
い
。
ま
れ
な
、
い
や
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
え
る
。
偶
然
、
語
り
忘
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
ま
ず
な
い
と
思
え
る
。
直
に
見
聞
す
る
事
実
が
、
彼
を
揺
る
が
せ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
？

彼
の
語
る
「
真
理
」
す
な
わ
ち
「
神
に
由
来
す
る
真
理
」
を
信
じ
、
か
つ
そ
れ
に
則
し
て
「
神
を
信
じ
」
神
に
「
依
り
頼
」
ん
で

生
き
る
「
正
し
い
者
た
ち
」
の
中
に
も
、
当
然
ペ
ス
ト
で
死
ぬ
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
そ
う
し
た
者
が
ペ
ス
ト
で
「
死
ん

だ
な
ど
と
私
は
聞
い
た
こ
と
も
読
ん
だ
こ
と
も
な
い
」
と
は
と
て
も
言
え
な
い
事
実
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
厳
し
い
現
実
に
彼
は
直

面
し
、
内
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？

こ
う
し
た
推
測
が
多
少
と
も
真
実
に
ふ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
彼
は
こ
こ
で
、
自
分
が
信
ず
る
教
義
、
説
き
続
け
て
き
た
教
義
を

い
さ
さ
か
な
り
と
も
見
つ
め
て
み
る
機
会
に
遭
遇
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

―
―
あ
な
た
が
教
え
て
き
た
こ
と
を
信
じ
て
「
正
し
い
生
き
方
」
を
し
よ
う
と
し
て
き
た
者
で
も
ペ
ス
ト
で
次
々
と
死
ん
で
い
く
。

ど
う
し
て
な
の
か
？　

ど
う
し
て
神
は「
正
し
い
生
き
方
」を
し
て
い
る
者
も
し
て
い
な
い
者
も
同
じ
く
罰
す
る
の
か
？　

そ
う
人
々



－ 178 －

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
時
代
、
生
涯
、
思
想
（
十
四
）

二
五
（
601
）

な
る
。
自
分
に
逆
ら
う
者
は
神
に
、
キ
リ
ス
ト
に
逆
ら
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
自
分
の
言
う
こ
と
を
信
じ
な
い
「
汝
も
汝
の

仲
間
た
ち
も
神
と
戦
っ
て
い
る
」、「
行
な
い
を
改
め
な
け
れ
ば
汝
ら
は
か
な
ら
ず
負
け
る
、
こ
の
世
で
地
獄
を
味
わ
い
、
死
ね
ば
悪0

魔
の
家

0

0

0

〔
＝casa del diavol

）
24
（o 

〕
に
落
ち
る
」。
…
…
「
汝
（
ら
）
に
悪
い
こ
と
が
起
こ
る
」、今
「
汝
（
ら
）
に
神
罰
が
近
づ
い
て

い
る
」、
と
叫
ぶ
こ
と
に
な
る
。（
傍
点
は
引
用
者
）

し
た
が
っ
て
ま
た
、「
そ
れ
ゆ
え
私
は
汝
（
ら
）
に
悔
い
改
め
よ
と
勧
め
て
い
る
の
だ
」、こ
れ
ま
で
の
過
っ
た
生
き
方
を
捨
て
「
正

し
い
生
き
方
」
を
せ
よ
、
と
叫
ぶ
こ
と
に
な
る
。「
神
に
心
を
傾
け
よ
」、「
神
に
依
り
頼
む
の
だ
」、「
神
を
信
ず
る
の
だ
」、
そ
の
よ

う
に
す
る
「
善
良
な
〔
＝
正
し
い
〕
者
た
ち
は
、
飢
餓
が
生
じ
て
い
る
中
で
も
「
最
後
に
は
天
国
に
行
く
だ
ろ
う
」、「
神
の
僕
が
飢

え
で
死
ん
だ
な
ど
と
私
は
聞
い
た
こ
と
も
読
ん
だ
こ
と
も
な
い
」、
と
叫
ぶ
こ
と
に
な
る
。
特
に
「
貧
し
い
者
（
た
ち
）」
に
言
う
、

―
「
神
に
依
り
頼
む
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
神
は
そ
う
す
る
者
（
た
ち
）
を
飢
え
で
死
な
せ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
だ
」。
逆
に
「
神
を
信

じ
な
い
者
」、「
神
を
怒
ら
せ
て
い
る
者
は
飢
え
て
死
ぬ
だ
ろ
う
」。

飢
餓
と
と
も
に
イ
タ
リ
ア
中
を
襲
っ
て
い
た
戦
闘
、戦
争
に
つ
い
て
も
言
う
。
―
「
全
イ
タ
リ
ア
を
破
壊
し
た
の
は
神
な
の
だ
、

戦
争
を
起
こ
し
た
の
は
神
な
の
だ
」、「
神
は
そ
う
欲
す
れ
ば
こ
の
世
全
体
の
戦
争
を
除
去
し
中
止
さ
せ
る
の
だ
」、
神
の
前
で
は
「
い

か
な
る
砦
も
城
も
軍
隊
も
無
駄
な
の
だ
」。「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
よ
、
神
に
依
り
頼
め
ば
恩
寵
を
得
る
だ
ろ
う
」。

と
こ
ろ
で
、
飢
餓
よ
り
も
、
戦
闘
よ
り
も
全
イ
タ
リ
ア
を
揺
る
が
せ
て
い
た
、
そ
し
て
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
こ
の
二
つ
と
と
も
に

神
罰
と
し
て
語
っ
て
き
た
も
う
一
つ
の
要
因
、
彼
が
説
教
で
最
も
多
く
言
及
し
て
き
た
も
う
一
つ
の
要
因
、
す
な
わ
ち
ペ
ス
ト
に
つ

い
て
は
（
参
照
、
↓
前
章
）、
こ
の
説
教
で
は
何
も
言
わ
な
い
。
ペ
ス
ト
（
ま
た
は
ペ
ス
ト
の
よ
う
な
悪
疫
）
は
、
少
し
前
で
指
摘
し

た
よ
う
に
春
に
も
発
生
し
、
そ
の
た
め
彼
も
こ
の
年
だ
け
で
二
度
も
長
く
説
教
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
に
、
だ
。
な
ぜ
な
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る
と
い
う
の
だ
。

信
頼
す
る
親
友
、
同
志
、
す
な
わ
ち
こ
の
春
に
自
分
が
「
政
庁
」
か
ら
請
わ
れ
た
説
教
を
自
分
に
代
わ
っ
て
行
な
わ
せ
た
ド
メ
ニ

コ
・
ダ
・
ペ
ー
シ
ャ
へ
の
手
紙
だ
っ
た
か
ら
だ
と
し
て
も
、
あ
ま
り
の
楽
観
、
あ
ま
り
の
大
言
壮
語
で
は
な
い
か
？　

い
や
、
彼
は

む
し
ろ
、
同
志
と
信
仰
を
、
心
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
自
分
を
鼓
舞
激
励
し
支
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？　

こ
う
せ
ず

に
は
お
れ
な
い
ほ
ど
危
機
感
と
孤
独
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？　

―
―
こ
う
思
わ
ず
に
お
れ
な
く
な
る
。

一
〇
月
二
八
日
、
彼
は
通
常
よ
り
も
長
い
説
教）

22
（

を
行
な
っ
た
。
人
々
か
ら
す
ぐ
、「
汝
は
確
か
な
の
か
？
」、「
分
か
っ
て
る
の
か

〔
＝Se' tu chiaro ? 
〕
説
教
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
、敵
対
者
た
ち
が
、「
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
我
々

を
だ
ま
し
た
こ
と
を
汝
は
分
か
っ
て
る
の
か
」
と
街
頭
で
叫
ん
で
い
た
こ
と
を
逆
手
に
と
っ
て
、
説
教
の
中
で
何
度
も
こ
の
問
い
を

叫
ん
だ
か
ら
だ
と
い
う）

23
（

。
そ
う
叫
び
な
が
ら
彼
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
内
外
に
向
か
っ
て
自
分
の
悪
宣
伝
を
続
け
る
者
た
ち
を
糾
問

し
断
罪
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
い
や
そ
れ
以
上
に
、「
私
は
確
か
だ
」、「
私
は
分
か
っ
て
い
る
」、
と
断
言
し
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、

「
分
か
っ
て
い
る
」
自
分
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
対
し
て
行
な
っ
た
偉
大
な
貢
献
を
強
調
し
、
加
え
て
自
分
に
対
す
る
「
汝
（
ら
）」
の

「
忘
恩
」
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

何
を
彼
は
「
分
か
っ
て
い
る
」
の
か
。
―
―
「
私
が
汝
に
予
告
し
た
こ
と
は
天
に
由
来
す
る
も
の
」
だ
、
す
な
わ
ち
神
の
御
心
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
「
確
か
な
も
の
で
無
謬
な
も
の
だ
」、「
過
ち
の
在
り
よ
う
も
な
い
」
も
の

だ
、「
も
し
一
点
で
も
過
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
今
す
ぐ
天
も
地
も
終
わ
り
に
な
る
よ
う
な
も
の
だ
」、「
完
璧
な
も
の
だ
と
い

う
こ
と
」、
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
自
分
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
が
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
言
う
な
ど
、
言
葉
を
か
え
、
表
現

を
か
え
な
が
ら
く
り
返
し
く
り
返
し
何
度
も
叫
ぶ
。
叫
び
続
け
る
。

こ
こ
か
ら
当
然
、
し
た
が
っ
て
自
分
の
言
う
「
真
理
」
に
心
を
向
け
な
い
、
傾
け
な
い
者
た
ち
に
「
罰
が
下
る
」
と
言
う
こ
と
に
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だ
。「
神
の
栄
光
を
求
め
共
通
善
〔
＝
益
〕
を
求
め
よ
う
と
し
な
い
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
の
罪
」
の
せ
い
な
の
だ
。
自
分
は
「
嘲
笑
」
と

「
非
難
」
に
も
め
げ
ず
に
も
う
六
年
に
も
わ
た
っ
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
、―
―
と
い
う
の
も
彼
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
定
着
し
て
説
教
活

動
を
始
め
た
の
は
九
〇
年
だ
か
ら
な
の
だ
が
―
―
、
神
は
「
イ
タ
リ
ア
に
大
罰
を
下
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
言
い
続
け
て
き
た
。
六

年
前
は
「
戦
争
な
ど
の
不
安
は
な
か
っ
た
が
」
し
だ
い
に
そ
れ
が
現
実
に
表
わ
れ
始
め
、
今
も
強
ま
っ
て
い
る
。
自
分
の
言
っ
て
き

た
こ
と
が
「
証
明
さ
れ
」
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
証
明
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。「
知
恵
の
あ
る
者
な
ら
容
易
に
分
か
る
こ
と
」
な

の
に
、「
不
信
者
た
ち
は
神
に
よ
っ
て
盲
目
に
さ
れ
、
知
恵
も
失
な
っ
て
い
る
た
め
…
…
不
義
と
無
知
の
ま
ま
に
留
ま
り
」、
諸
々
の

罪
を
重
ね
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
今
も
ピ
ー
サ
を
取
り
も
ど
す
こ
と
も
で
き
ず
様
々
の
「
苦
難
」
に
あ
っ
て
い
る
の
だ
。

つ
ま
り
彼
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
自
分
の
言
っ
て
き
た
と
お
り
「
神
に
心
を
傾
け
」「
神
に
依
り
頼
め
」
ば
、
ピ
ー
サ
問
題
も
何
も

か
も
解
決
で
き
た
し
今
も
解
決
で
き
る
と
言
う
の
だ
。
加
え
て
言
う
。
―
「
フ
ラ
ン
ス
王
の
こ
と
は
気
に
か
け
る
必
要
は
な
い
。

王
が
来
な
く
て
も
他
の
者
た
ち

0

0

が
来
る
か
ら
だ
」。「
私
が
言
っ
た
こ
と
は
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
実
現
す
る
だ
ろ
う
」。
…
…
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
が
世
の
あ
ら
ゆ
る
軍
隊
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
て
も
、「
自
分
は
笑
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
特
別
に

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
王
と
な
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
か
ら
だ
」。（
傍
点
は
引
用
者
）

「
王
が
来
な
く
て
も
…
…
」
と
い
う
の
は
、
王
が
前
年
一
月
に
教
皇
と
の
初
の
会
見
で
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
か
ら
託
さ
れ
た
公
会
議

開
催
・
教
会
革
新
の
要
求
を
あ
っ
さ
り
捨
て
た
こ
と
を
知
っ
た
一
〇
日
後
の
説
教
で
言
っ
た
こ
と
―
―
「
床
屋
一
人
で
多
く
の
者
の

ひ
げ
を
剃
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
う
一
人
の
床
屋
が
来
る
だ
ろ
う
」（
参
照
、↓
Ⅺ
章
）
―
―
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
前
年
は
「
も
う

一
人
」
が
来
る
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
今
や
「
他
の
者
た
ち

0

0

」
が
、
複
数
の
者
が
来
る
と
言
う
。
彼
が
言
っ
て
き
た
「
神
の
使
者
」

で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
王
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
捨
て
て
も
、
神
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
捨
て
る
こ
と
は
な
い
。
他
の
「
使
者
」
た
ち

0

0

を
送
っ

て
く
れ
る
と
い
う
の
だ
。
自
分
が
言
っ
て
き
た
こ
と
を
守
り
さ
え
す
れ
ば
神
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
救
っ
て
く
れ
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サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
自
身
を
守
り
か
つ
力
づ
け
る
「
神
の
使
者
」
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
て
く
る
。
言
い
か
え
れ
ば
彼
の
威

厳
を
表
わ
し
発
す
る<

光
輪>

だ
っ
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
。
今
や
も
う
そ
の<

光
輪>

が
消
え
失
せ
た
の
だ
。

二
〇
世
紀
の
代
表
的
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
研
究
者
た
ち
が
、
こ
の
九
六
年
の
こ
の
時
期
が
彼
の
「
運
命
の
頂
点
」
だ
っ
た
、「
彼
の
名

声
と
声
望
の
絶
頂
期
」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る）

20
（

の
は
尤
も
だ
と
思
え
る
。
こ
の
頃
か
ら
彼
の
「
運
命
」
は
明
ら
か
に
下
降
し
始
め
た

か
ら
で
あ
る
。

秋
に
な
る
と
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
反
フ
ラ
ン
ス
神
聖
同
盟
に
加
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
。
皇
帝
は
軍
を
率
い

て
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
い
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
戦
う
ピ
ー
サ
を
支
援
す
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
、
神
聖

同
盟
へ
の
加
入
を
求
め
て
い
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
使
節
を
送
り
、
ピ
ー
サ
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
返
還
す
れ
ば
、
そ
の
時
は
同
盟
へ

の
加
入
に
つ
い
て
も
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
、
当
面
は
要
求
拒
否
の
意
思
を
伝
え
た
。

教
皇
は
無
論
、
皇
帝
の
こ
う
し
た
動
き
を
歓
迎
し
て
い
た
。
皇
帝
軍
が
ピ
ー
サ
軍
と
と
も
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
ま
で
攻
め
こ
み
、
同

盟
へ
の
加
入
を
認
め
さ
せ
る
よ
う
期
待
し
て
い
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
も
、
ナ
ー
ポ
リ
も
同
様
だ
っ
た
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
で
は
、
敵
軍
に
占
領
さ
れ
る
の
で
は
と
の
不
安
が
広
が
っ
た
。
有
力
者
た
ち
の
間
に
フ
ラ
ン
ス
王
を
離
れ
皇

帝
の
側
に
つ
こ
う
と
す
る
勢
力
も
出
る
な
ど
、
分
裂
と
対
立
も
生
じ
た
。
皆
が
動
揺
す
る
中
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
だ
け
は
一
見
、
悠

然
と
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

と
い
う
の
も
お
そ
ら
く
こ
の
頃
、
彼
は
「
あ
る
親
友
へ
」〔
＝
「
あ
る
親
友
へ
の
小
書
簡
」〕
と
現
在
で
は
題
さ
れ
、「
親
友
」
と
は

ド
メ
ニ
コ
・
ダ
・
ペ
ー
シ
ァ
だ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
手
紙
で）

21
（

、「
自
分
が
言
っ
て
き
た
こ
と
を
行
な
え
ば
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
ピ
ー
サ

も
と
り
も
ど
し
て
平
安
を
得
始
め
る
だ
ろ
う
」
と
明
言
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ピ
ー
サ
を
取
り
も
ど
せ
な
か
っ
た
の
は
、
自
分
が
く
り
返
し
言
っ
て
き
た
こ
と
を
せ
ず
諸
々
の
罪
を
重
ね
て
き
た
か
ら
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中
で
得
た
思
考
、
彼
自
身
の
思
想
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
―
―
あ
え
て
引
き
続
き
近
現
代
の
視
点
か
ら
大
仰
に
言
う
な

ら
ば
―
―
「
普
き
民
衆
の
統
治
」
の
保
持
に
不
可
欠
な
不
断
の
権
力
監
視
と
権
力
へ
の
抵
抗
、
思
想
の
自
由
、
思
想
表
現
・
発
言
の

自
由
と
い
っ
た
近
現
代
の
政
治
原
理
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
思
想
に
ま
で
展
開
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

無
論
、
彼
の
志
向
す
る

0

0

0

0

「
神
の
都
」
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
統
治
は
、
神
の
意
志
、
神
の
法
に
則
し
た
「
正
し
い
」
統
治
で
あ
り
、
そ

う
し
た
正
し
さ
は
、天
界
の
「
熾セ

ラ
フ
ィ
ー
ニ

天
使
」
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
代
行
人
で
あ
る
彼
自
身
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
一
元
的
統
治
、

神
の
統
治
で
あ
る
。
こ
の
原
理
と
法
の
枠
内
で
の
「
自
由
」
が
彼
の
説
く<

自
由>

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
近
現
代
の
政
治
原

理
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
原
理
、
近
現
代
が
そ
の
克
服
を
目
指
し
て
き
た
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
や

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
な
お
、
権
力
機
関
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
そ
の
内
部
で
、
誰
も
が
自
由
に
発
言
で
き
る
「
民
衆
政
体
」、「
普

き
民
衆
統
治
」
と
い
う
発
想
と
こ
の
発
想
に
関
わ
る
発
言
は
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
自
身
の
伸
び
や
か
な
思
考
を
、
思
想
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
感
じ
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
彼
の
生
涯
の
他
の
時
点
で
は
皆
無
だ
と
思
え
る
。

す
ぐ
前
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
懐
柔
拒
否
の
説
教
の
後
、
教
皇
の
み
な
ら
ず
イ
タ
リ
ア
内
外
の
権
力
者
た
ち
も
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ

の
意
向
、
動
向
に
留
意
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ク
ス
ィ
ミ
リ
ア
ン
や
イ
タ
リ
ア
の
権
力
者
た
ち
に
と
っ

て
、
春
の
終
わ
り
か
ら
夏
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
と
い
う
最
も
警
戒
す
べ
き
者
の
イ
タ
リ
ア
再
襲
来
を
恐
れ
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
時
点
で
、サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
存
在
は
小
さ
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
で
は
、逆
に
彼
へ
の
反
抗
の
声
が
強
ま
っ

た
。
フ
ラ
ン
ス
王
の
威
勢
、
威
力
の
消
失
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
と
っ
て
も
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
大
き
な
意

味
を
持
っ
た
の
だ
。

彼
が
、
イ
タ
リ
ア
を
罰
す
る
「
神
の
使
者
」
だ
と
称
揚
し
て
い
た
（
参
照
、
↓
Ⅷ
章
）
フ
ラ
ン
ス
王
は
、
今
や
、
他
で
も
な
い
彼
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「
彼
は
心
根
は
い
い
の
だ
が
、
あ
の
意
見
は
気
に
入
ら
な
い
と
言
う
の
だ
」。「
評
議
会
は
自
由
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」。

そ
の
上
で
こ
う
述
べ
て
説
教
を
終
え
る
。
―
「
こ
の
よ
う
に
汝
ら
が
行
な
う
な
ら
、
そ
し
て
団
結
し
、
共
通
善
〔
＝
益
〕
を
愛

し
合
い
、
あ
ら
ゆ
る
事
で
〔
神
に
〕
祈
っ
て
い
く
な
ら
、
汝
ら
の
諸
々
の
問
題
は
う
ま
く
行
く
だ
ろ
う
」。

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
、
こ
の
よ
う
に
自
分
は
普
遍
的
真
理
を
語
る
た
め
に
「
自
由
で
い
た
い
」、
俗
界
の
ど
ん
な
権
力
者
に
も
、
教

会
の
高
位
聖
職
者
た
ち
に
も
一
切
、
縛
ら
れ
ず
に
「
自
由
で
い
た
い
」
と
端
的
に
語
る
の
は
、
め
ず
ら
し
い
。
し
か
も
そ
の
自
由
は
、

権
力
者
た
ち
が
自
分
に
覚
え
る
何
ら
か
の
「
恩
義
」
に
も
縛
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
徹
底
し
た
も
の
な
の
だ
。
あ
え
て
近
現
代
の
視

点
か
ら
言
う
な
ら
、
内
心
の
徹
底
し
た
自
由
、
そ
の
自
由
な
内
心
か
ら
生
ず
る
思
考
の
表
現
の
自
由
を
、
彼
は
希
求
し
て
い
る
の
だ
。

加
え
て
、「
政
庁
」
と
い
う
権
力
機
関
の
権
力
強
化
に
注
意
し
抗
議
せ
よ
と
い
う
指
示
や
、
言
論
の
府
に
お
け
る
言
論
の
自
由
の
重

要
性
の
強
調
は
、
彼
に
は
さ
ら
に
め
ず
ら
し
い
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
自
由
を
守
る
た
め
に
は
発
言
者
の
人
格
を
否
定
す
る
な
、
人

格
は
肯
定
し
発
言
内
容
を
「
自
分
の
気
に
入
ら
な
い
」
と
言
え
と
い
っ
た
、
人
間
の
心
の
機
微
に
ふ
れ
る
よ
う
な
指
示
は
、
彼
の
他

の
説
教
に
は
ま
ず
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
現
代
人
が
自
由
な
議
論
の
あ
り
か
た
を
説
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
読
ん

で
い
て
何
か
心
を
救
わ
れ
る
感
を
覚
え
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
こ
ま
で
彼
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
き
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
の
思
考
は
、
神
の
「
正
し
い
」
信
仰
に
も
と
る
人

間
の
、
中
で
も
悔
悛
も
告
解
も
す
る
こ
と
が
な
い
人
間
の
肉
体
お
よ
び
人
格
の
全
面
的
な
、
か
つ
未
来
永
劫
に
わ
た
る
否
定
こ
そ
が

「
正
し
い
」、
神
は
そ
う
命
じ
て
い
る
、
と
い
っ
た
原
理
を
核
と
し
て
い
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
こ
こ
で
は
彼
は
、
神
の
信
仰
や
信
仰
す
る
教
義
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
こ
れ
を
読
む
者
は
、
神
を
感
じ
る
こ
と

な
く
人
間
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
思
考
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
メ
デ
ィ
チ
支
配
下
で
の
現
実
の
統
治
を
直じ

か

に
見
聞
し
体
験
し
た
彼
が
、
そ
の
現
実
と
自
分
の
内
面
で
虚
心
に

0

0

0

対
話
す
る
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支
配
者
に
も
恩
義
を
感
じ
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
者
か
ら
離
れ
て
い
た
い
か
ら
で
す
」。
…
…
「
あ
な
た
た
ち
の
誰
か
ら

も
、
高
位
聖
職
者
た
ち
か
ら
も
自
由
で
い
た
い

0

0

0

0

0

0

の
で
す
」。（
傍
点
は
引
用
者
）
…
…
「
私
が
国
政
に
干
渉
し
て
い
る
と
外
部
に
向
け

て
書
い
て
い
る
者
た
ち
は
、
そ
れ
が
嘘
で
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
良
い
〔
＝
正
し
い
〕
法
、
正
し
い
生
き
方
に

つ
い
て
普
遍
的
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
な
た
た
ち
の
国
政
に
つ
い
て
だ
け
特
別
に
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で

す
」。一

体
、
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
？　

彼
は
聴
衆
に
、「
と
に
か
く
こ
の
よ
う
に
せ
よ
」
と
、
よ
う
や
く
具
体
的
に
命
じ
始
め

る
。
―
第
一
に
、「
良
き
〔
＝
正
し
き
〕
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
れ
。
な
ぜ
な
ら
神
が
、
聖
女
〔
マ
リ
ー
ア
〕
が
、
こ
の
都
市
〔
国

家
〕
の
統
治
に
つ
い
て
、支
配
に
つ
い
て
決
定
し
て
下
さ
っ
た
か
ら
だ
。
告
解
す
る
の
だ
、聖
体
を
拝
領
す
る
の
だ
」。
第
二
に
、「
共

通
善
〔
＝
益
〕
を
愛
す
る
の
だ
、
助
け
る
の
だ
」。
第
三
に
、「
こ
の
大
評
議
会
を
支
持
す
る
の
だ
、
支
援
す
る
の
だ
」。「
こ
の
評
議

会
を
よ
く
整
え
て
い
く
の
だ
、
磨
き
上
げ
て
い
く
の
だ
」。
第
四
に
、「
重
要
な
事
を
行
な
お
う
と
思
っ
た
ら
思
慮
深
い
市
民
た
ち
を

呼
ぶ
の
だ
。
え
こ
ひ
い
き
せ
ず
に
呼
ぶ
の
だ
」。

こ
れ
だ
け
な
ら
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
く
り
返
し
て
き
た
こ
と
ば
か
り
の
よ
う
で
、
あ
え
て
こ
こ
で
注
目
す
る
必
要
も
な
い
よ
う
に

思
え
る
。
し
か
し
彼
は
す
ぐ
、
こ
の
第
三
と
第
四
に
関
連
し
て
、「
さ
ら
に
」、
と
説
明
と
指
示
を
二
つ
加
え
る
。

一
つ
は
、
―
「
政
庁
」
が
「
思
慮
深
い
者
で
は
な
く
〔
え
こ
ひ
い
き
し
て
〕
お
人
好
し
と
か
馬
鹿
者
と
か
を
呼
ぶ
の
を
目
に
し

た
ら
、
政
庁
は
〔
そ
う
い
う
者
た
ち
を
利
用
し
て
〕
強
大
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
言
う
の
だ
。
も
う
一
つ
は
、
―
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
諸
々
の
評
議
会
、
と
り
わ
け
「
大
評
議
会
」
に
お
い
て
は
、「
誰
に
で
も
〔
評
議
に
〕
自
由
に
助
言
さ
せ
よ
」、「
誰
に
で
も
自

由
に
話
を
さ
せ
よ
」、「
話
し
て
い
る
者
を
誹
謗
す
る
な
」、
評
議
会
で
話
す
者
の
こ
と
を
悪
く
言
え
な
い
よ
う
何
ら
か
の
罰
則
を
作
る

の
だ
。「
助
言
し
て
い
る
者
が
気
に
入
ら
な
く
て
も
、
そ
の
者
の
こ
と
は
悪
く
言
わ
ず
、
そ
の
議
論
は
気
に
入
ら
な
い
と
言
う
の
だ
」。
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血
の
帽
子
で
す
。
こ
れ
が
私
の
望
み
で
す
。

教
皇
に
で
は
な
く
、
神
に
直
接
、
答
え
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
暗
に
、
自
分
の
真
の
対
話
の
相
手
は
神

だ
、
神
だ
け
だ
、
神
に
背
き
続
け
る
汝
、
教
皇
な
ど
に
答
え
る
必
要
も
意
味
も
な
い
と
公
言
し
、
は
ね
つ
け
て
い
る
。
は
ね
つ
け
な

が
ら
し
か
し
、
枢
機
卿
と
い
う
高
位
の
象
徴
で
あ
る
「
緋
の
帽
子
」
を
明
確
に
拒
絶
し
て
い
る
。
彼
が
こ
れ
ま
で
使
っ
て
き
た
言
葉

で
言
い
か
え
る
な
ら
こ
う
な
る
だ
ろ
う
。
―
神
の
意
志
を
、
神
の
栄
光
を
守
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
「
緋
の
帽
子
」、
死
と
い
う
「
神

の
恩
恵
」
の
象
徴
で
あ
る
帽
子
以
外
、
自
分
は
何
も
い
ら
な
い
。
汝
、
教
皇
ら
真テ

ィ

エ

ピ

デ

ィ

の
信
仰
心
無
き
者
た
ち
が
身
に
ま
と
っ
て
い
る
う

わ
べ
だ
け
の
世
俗
的
虚
飾
な
ど
、「
何
の
役
に
も
立
た
な
い
」。
い
や
、
人
を
ま
ど
わ
せ
、「
正
し
い
生
き
方
」
か
ら
は
ず
れ
さ
せ
、
堕

落
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
だ
。
罪
を
犯
し
続
け
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
だ
。
―
―
教
皇
と
い
う
、
こ
の
世
の
信
仰
世
界
の
頂
点
に
立
つ
者

で
あ
る
は
ず
の
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
の
現
実
の
有
り
よ
う
を
、
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
な
頽
廃
、
堕
落
、
虚
飾
の
体
現
者
と
い
う

有
り
よ
う
を
、
全
面
的
に
否
認
し
は
ね
つ
け
て
い
る
。「
真
の
信
仰
心
」
を
欠
く
ほ
ど
に
増
し
続
け
る
虚
飾
、
虚
礼
の
激
し
い
弾
劾
、

拒
絶
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
返
答
を
た
た
き
つ
け
ら
れ
た
教
皇
が
、
以
後
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
懐
柔
を
考
え
な
く
な
っ
た
の
は
当
然
だ
っ
た
。
教

皇
は
、「
自
分
の
前
で
は
も
う
彼
の
こ
と
は
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
口
に
す
る
な
」
と
命
じ
た
と
い
う）

19
（

。
し
か
し
、
教
皇
は
直
ち

に
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
説
教
を
阻
む
動
き
に
出
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
教
皇
の
み
な
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
内
外
の
権
力
者
た
ち
も
サ

ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
意
向
、
動
向
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
う
し
た
事
情
は

後
に
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
次
に
、
八
月
二
〇
日
の
こ
の
説
教
で
注
目
す
べ
き
も
う
一
つ
の
論
点
を
見
て
み
よ
う
。

居
な
ら
ぶ
「
政
庁
」
の
閣
僚
た
ち
に
語
り
か
け
る
。
―
「
私
は
真
理
を
語
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ど
ん
な
君
主
や
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自
体
が
だ
ま
し
だ
と
い
う
非
難
に
対
し
て
、「
超
自
然
の
光
」
を
得
て
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
の
非
難
は
間
違
っ
て
い
る
、「
神
を

冒
瀆
」
す
る
こ
と
に
な
る
と
彼
は
言
っ
て
い
る
の
だ
。
お
そ
ら
く
、自
分
は
説
教
師
と
し
て
は
「
神
の
位ペ

ル
ソ
ー
ナ格

を
得
て
い
る
」〔
＝
神
の

召
命
を
受
け
て
い
る
〕「
正
し
い
」
説
教
師
だ
か
ら
当
然
、
神
か
ら
「
超
自
然
の
光
」
を
得
て
い
る
と
、
彼
は
思
い
こ
ん
で
い
た
、
信

じ
こ
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
自
己
幻
想
を
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
よ
り
的
確
に
言
う
な
ら
ば
、
彼
の
内
面
世
界
は
も
う

こ
う
し
た
自
己
幻
想
に
満
ち
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
内
面
を
こ
の
よ
う
な
状
態
に
し
な
け
れ
ば
、
自
分
を
支
え
外
界
の
情
況
に
対
峙
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

彼
の
反
論
は
続
く
。
―
自
分
が
こ
の
都
市
〔
国
家
〕
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
台
無
し
に
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
何
を
言
っ
て
い
る

の
か
。「
大
評
議
会
を
勧
め
た
」
の
は
私
な
の
だ
、
こ
れ
が
無
か
っ
た
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
ど
う
な
っ
て
い
た
こ
と
か
。「
流
血
と
火

炎
に
覆
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
今
の
政
体
は
神
に
由
来
す
る
も
の
な
の
だ
」。
ま
た
彼
ら
は
「
私
が
国
政
〔
＝Stato 

〕
に

介
入
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
が
、そ
れ
も
間
違
い
だ
。
自
分
は
「
政
治
家
〔
＝uom

o di Stato 

〕
で
は
な
い
」
か
ら
だ
。
ま
た
、自

分
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
「
支
配
権
〔
＝reggim

ento

〕
を
貴
族
〔
＝gentil uom

ini 

〕
の
手
か
ら
取
り
あ
げ
て
下
層
民
〔
＝plebe 

〕
に
与
え
た
」
と
も
彼
ら
は
書
い
て
い
る
が
、「
知
っ
て
の
と
お
り
こ
れ
は
真
実
で
は
な
い
」。
…
…
こ
ん
な
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い

る
「
哀
れ
な
奴
よ
」、「
い
く
ら
で
も
好
き
な
だ
け
私
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
が
い
い
。
私
は
〔
精
神
も
肉
体
も
〕
強
靱
だ
ぞ
」。
…
…

等
々
、
自
分
の
言
動
の
神
的
由
来
や
正
統
性
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
語
り
続
け
て
き
た
こ
と
を
、
一
段
と
激
し
い
言
葉
で
叫
び
続
け
た
。

そ
う
し
な
が
ら
、
さ
ら
り
と
、
し
か
し
敢
然
と
教
皇
の
懐
柔
案
を
し
り
ぞ
け
た
。

私
は
帽
子
は
望
み
ま
せ
ん
。
冠
も
大
き
な
も
の
で
あ
れ
小
さ
な
も
の
で
あ
れ
望
み
ま
せ
ん
。
あ
な
た
〔
＝
神
〕
が
あ
な
た
の

聖
人
た
ち
に
授
け
ら
れ
た
も
の
だ
け
を
、
す
な
わ
ち
死
を
望
み
ま
す
。
緋
の
帽
子
〔
と
言
わ
れ
る
〕
な
ら
〔
殉
教
者
た
ち
の
〕
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少
と
も
本
格
的
な
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
研
究
書
、
紹
介
書
の
ほ
と
ん
ど
で
ふ
れ
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
後
者
は
管
見
の
限
り
で
は
逆

に
ほ
と
ん
ど
で
―
―
と
い
う
よ
り
は
す
べ
て
で
、
と
言
い
た
く
な
る
ほ
ど
―
―
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
ま
ず
第
一
点
に
つ
い
て
少
し
く
わ
し
く
見
て
み
よ
う
。

彼
は
静
か
に
語
り
始
め
た
。
し
か
し
、反
対
派
へ
の
攻
撃
に
入
る
と
す
ぐ
熱
を
上
げ
た
。
自
分
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
「
だ
ま
し
た
」

と
彼
ら
反
対
派
の
者
た
ち
は
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
間
違
い
だ
。
自
分
が
言
っ
て
き
た
こ
と
は
す
べ
て
「
神
に
由
来
す
る
」

も
の
で
あ
り
、
私
が
だ
ま
し
た
と
い
う
な
ら
そ
れ
は
神
が
私
を
、
ま
た
人
を
だ
ま
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
、「
神
が
人
を

だ
ま
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ
」。
私
が
人
を
「
だ
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
者
は
「
神
が
人
を
だ
ま
し
た
」
と
言
い
、「
神
を

け
が
し
て
」
い
る
。

こ
う
総
論
的
な
こ
と
を
述
べ
る
と
、「
主
よ
、
な
ぜ
私
を
苦
し
め
る
者
が
増
え
る
の
で
し
ょ
う
か
」、
と
説
教
の
タ
イ
ト
ル
を
改
め

て
示
す
。「
主
」
が
、「
お
お
修
道
士
よ
、
汝
の
諸
々
の
罪
の
ゆ
え
だ
」
と
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
答
え
、
彼
が
そ
れ
を
認
め
な
が
ら
自

分
を
語
る
と
い
う
論
法
で
反
対
派
を
論
破
し
よ
う
と
す
る
。

自
分
は
「
私
人
と
し
て
は
罪
の
あ
る
人
間
」
で
あ
り
、
こ
の
点
を
弁
解
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
「
説
教
師
と
し
て
は
、
お

よ
ば
ず
な
が
ら
神
の
位ペ

ル
ソ
ー
ナ格

〔
＝la persona di D

io 
〕
を
得
て
い
る
〔
＝
神
の
召
命
を
受
け
て
い
る
〕」。
私
は
「
自
然
の
光
」
で
十

分
な
場
合
は
そ
れ
で
も
っ
て
汝
〔
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
〕
に
語
り
、
不
十
分
な
場
合
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
超
自
然
の
光
」
で
も
っ
て

語
っ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
が
神
の
「
超
自
然
の
光
を
も
っ
て
」、「
神
に
代
わ
っ
て
」
と
言
う
と
私
が
汝
を
「
だ
ま
し
た
」
と
非

難
す
る
の
は
、
神
が
私
と
汝
を
だ
ま
し
た
と
非
難
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
神
を
冒
瀆
す
る
こ
と
だ
」。「
な
ぜ
な
ら
神
が
だ
ま

す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ
」。

一
体
ど
う
し
て
こ
れ
が
、
自
分
の
正
統
化
の
論
理
と
な
る
の
か
？　

神
か
ら
「
超
自
然
の
光
」
を
得
て
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
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自
分
の
功
績
を
思
い
浮
か
べ
さ
せ
よ
う
と
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
や
は
り
意
図
し
て
い
た
の
だ
。

こ
の
説
教
の
後
、
市
内
に
ま
た
ま
た
発
生
し
た
ペ
ス
ト
の
よ
う
な
悪
疫
〔
＝
梅
毒
〕
の
た
め
、
集
会
が
禁
じ
ら
れ
、
説
教
も
長
く

中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
再
開
し
た
の
は
一
ヵ
月
半
後
の
八
月
一
五
日
だ
っ
た
。

こ
の
一
五
日
か
そ
の
翌
日
頃
、
教
皇
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
、
と
い
う
よ
り
は
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
も
と
に
特
使
を
送
っ
た
。
彼
を

懐
柔
す
る
た
め
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
一
九
日
、
特
使
は
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
と
面
談
し
、
彼
が
こ
れ
ま
で
数
々
の
説
教
で
主
張
し
て

き
た
諸
々
の
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
た
。
そ
の
上
で
、
今
後
そ
れ
ら
を
語
る
の
を
控
え
る
な
ら
、
教
皇
は
枢
機
卿
の
「
緋
の
帽
子
」
を

提
供
す
る
と
約
束
す
る
の
だ
が
、
と
教
皇
か
ら
命
じ
ら
れ
た
と
お
り
の
話
を
持
ち
出
し
た
。
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
穏
や
か
に
こ
う
答

え
た
と
い
う
。
―
自
分
は
こ
れ
ま
で
い
か
な
る
種
類
の
「
顕
職
」〔
＝dignità 

〕
も
求
め
た
こ
と
が
な
い
。
自
分
に
は
神
か
ら
託

さ
れ
た
使
命
が
あ
る
の
で
、
今
の
問
い
か
け
に
答
え
る
前
に
神
に
祈
っ
て
そ
の
意
志
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
明
日
の
説
教
で
そ
う

す
る
の
で
説
教
を
聴
き
に
来
て
ほ
し
い
。
そ
の
場
で
提
案
に
答
え
よ
う
。
特
使
は
退
出
し
、
翌
朝
の
説
教
を
聴
き
に
来
た
。
―
―
こ

う
書
か
れ
て
き
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
や
り
と
り
を
示
す
格
別
の
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ）

17
（

。

と
も
あ
れ
彼
は
二
〇
日
、
再
開
二
回
目
の
説
教
を
、
政
庁
宮
の
中
の
「
大
評
議
会
」
の
た
め
の
大
ホ
ー
ル
で
、「
政
庁
」
の
「
執
政

委
員
」
＝
閣
僚
た
ち
を
含
む
聴
衆
を
前
に
し
て
行
な
っ
た
。
注
目
す
べ
き
説
教
の
一
つ
で
あ
る
。

「
エ
ホ
バ
よ
我
に
あ
た
す
る
者
の
い
か
に
は
び
こ
れ
る
や

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（「
詩
篇
」
三
篇

－

2
）
―
―
〔
＝
主
よ
、私
に
敵
す
る
者
の
い
か
に
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
」。
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
解
釈
、
翻
訳
に
よ
れ
ば
、「
主
よ
、
な
ぜ
私
を
苦
し
め
る
者
が
増
え
る
の
で
し
ょ
う
か
」〕

―
―
を
タ
イ
ト
ル
と
す
る
こ
の
説
教）

18
（

で
彼
は
、二
つ
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
一
つ
は
、市
内
の
反
対
派
モ
ル
モ
ラ
ト
ー
リ
や
テ
ィ

エ
ピ
デ
ィ
に
対
す
る
反
論
を
く
り
返
し
た
上
で
の
、
教
皇
へ
の
反
論
、
と
い
う
よ
り
は
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
の
存
在
そ
の
も

の
の
否
定
。
こ
れ
が
こ
の
説
教
の
中
心
を
成
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
独
自
の
政
治
論
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
多
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役
割
を
語
れ
ば
、
お
の
ず
と
現
実
の
情
況
の
中
で
の
自
身
の
存
在
の
重
み
を
感
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
今
見
て
き
た
二
つ

の
説
教
で
も
、
そ
れ
と
な
く
こ
の
新
政
体
を
語
る
。

六
月
二
四
日
に
は
言
う
。
―
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
よ
、「
汝
の
身
に
つ
い
て
い
る
最
大
の
悪
徳
は
、
忘
恩
だ
。
汝
は
、
キ
リ
ス
ト
が
こ

の
都
市
〔
国
家
〕
を
統
治
し
て
い
る
こ
と
を
今
な
お
認
識
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
」。
…
…
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
よ
、汝
に
は
案
ず
べ
き

事
が
多
数
あ
る
。汝
は
か
つ
て
も
っ
と
大
き
な
危
機
に
在
っ
た
。他
の
政
体
の
変
更
の
時
だ
っ
た
。今
ど
こ
ろ
で
は
な
い
危
機
に
在
っ

た
。
し
か
し
神
が
汝
を
救
っ
て
下
さ
っ
た
。
血
を
流
す
こ
と
も
な
し
に
だ
。
…
…
神
の
使
者
〔
＝m

inistro di D
io 

〕
が
来
た
時
、

汝
は
今
ど
こ
ろ
で
は
な
い
危
機
に
在
っ
た
。
し
か
し
神
が
汝
を
救
っ
て
下
さ
っ
た
」。

こ
う
聞
け
ば
、
無
論
、
聴
衆
は
「
使
者
」
の
威
勢
か
ら
自
分
た
ち
を
救
い
出
し
た
の
は
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
だ
と
、
直
感
し
た
だ
ろ

う
。
そ
う
で
あ
る
よ
う
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
意
図
し
て
い
た
の
だ
。

七
月
一
日
に
は
、政
体
〔
＝Stato 
〕
論
を
展
開
し
て
い
る
。
政
体
と
し
て
「
上
層
有
産
層
支
配
」〔
＝Stato degli O

ttim
ati

〕、

「
王
」
す
な
わ
ち
「
単
独
者
支
配
」〔
＝Stato di uno

〕、「
民
衆
支
配
」〔
＝Stato populare

〕
の
三
種
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
語
り
な
が
ら
、「
単
独
者
支
配
」
が
最
悪
で
「
民
衆
支
配
」
が
最
良
だ
と
、
そ
う
は
断
言
し
な
い
な
が
ら
も
示
し
て
い
く
。
そ
の

上
で
、
自
分
が
最
も
語
り
た
い
こ
と
を
力
説
す
る
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
こ
の
「
普
き
民
衆
の
統
治
」〔
＝governo universale

〕
こ
そ
が
最
良
の
も
の
だ
。「
我
が
民
よ
、
我
が
息
子

た
ち
よ
、
こ
の
政
体
に
留
ま
る
の
だ
、
他
の
も
の
を
探
し
に
な
ど
行
か
な
い
こ
と
だ
、
こ
れ
よ
り
い
い
も
の
は
見
い
だ
せ
な
い
か
ら

だ
」。
…
…
「
慎
慮
を
も
っ
て
判
断
す
る
の
だ
、
良
く
検
討
す
る
の
だ
、
そ
う
す
れ
ば
汝
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
に
い
い
政
体
は
見
い
だ

せ
な
い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
」。

こ
こ
で
は
、
あ
た
か
も
政
体
論
の
み
を
説
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
語
り
な
が
ら
、
聴
衆
に
こ
の
最
良
の
政
体
の
設
立
に
尽
力
し
た
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外
の
対
抗
策
が
な
く
な
る
。
し
か
し
叫
ぶ
だ
け
で
人
心
を
鎮
め
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
ほ
ど
現
実
の
情
況
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
彼
も
知
ら
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
財
政
難
が
深
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
い
つ
終
わ
る
と
も
分
か
ら
な
い
ピ
ー

サ
と
の
戦
闘
の
た
め
だ
っ
た
。
ミ
ラ
ー
ノ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
の
経
済
的
、
軍
事
的
支
援
を
受
け
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
の
独
立

を
目
指
す
ピ
ー
サ
を
制
し
、
再
び
自
国
の
配
下
に
抑
え
て
お
く
た
め
の
戦
闘
に
は
多
く
の
傭
兵
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、

そ
の
傭
兵
へ
の
給
与
の
支
払
い
に
窮
し
て
き
て
い
た
の
だ）

14
（

。

こ
の
頃
の
、
た
と
え
ば
六
月
二
四
日
の
説
教）

15
（

や
七
月
一
日
の
説
教）

16
（

で
は
、
民
衆
、
富
裕
層
、
行
政
官
吏
、
各
種
評
議
会
の
委
員
の

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、服
装
な
ど
日
頃
の
生
活
の
ぜ
い
た
く
さ
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
、自
己
の
「
個
別
利
益
に
気
を
配
っ
て
い
る
」、

こ
れ
が
「
汝
ら
の
悪
の
元
」
な
の
だ
と
断
言
し
非
難
し
て
い
る
。
皆
が
「〔
各
々
の
〕
個
別
利
益
に
目
を
向
け
て
い
て
全
体
の
利
益
に

目
を
向
け
て
い
な
い
、
世
俗
的
利
益
に
目
を
向
け
て
い
て
霊
的
利
益
に
目
を
向
け
て
い
な
い
」、「
大
評
議
会
」
の
評
議
員
た
ち
は
世

俗
的
お
よ
び
霊
的
共
通
善
〔
＝
益
〕
を
守
る
た
め
に
あ
の
評
議
会
に
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
」、
と
非
難
し
続
け
る
。

評
議
員
に
は
加
え
て
、「
汝
ら
は
あ
の
神
の
議
場
に
入
る
資
格
は
な
い
」
と
宣
告
す
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
非
難
、
宣
告
を
く
り
返
し
て
も
現
実
の
情
況
の
打
開
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
は
、
彼
に
も
感
得
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。「
霊
的
」
問
題
は
さ
て
お
い
て
世
俗
的
な
問
題
ば
か
り
を
論
じ
合
っ
て
い
る
者
た
ち
を
非
難
し
な
が
ら
も
、現
実
的
と
言

え
な
く
も
な
い
提
案
を
す
る
。
富
裕
な
市
民
は
都
市
〔
国
家
〕
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
、
普
段
の
高
利
で
で
は
な
く
無
利
子
で
資
金
を
貸

し
出
せ
と
い
う
の
だ
。
そ
も
そ
も
利
子
と
い
う
も
の
を
禁
じ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
元
来
の
教
義
に
則
し
た
指
示
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

彼
が
考
え
得
る
精
一
杯
の
現
実
対
応
策
な
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
も
増
し
て
現
実
に
関
わ
る
積
極
的
発
言
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
彼
に
残
る
素
材
は
唯
ひ
と
つ
、「
大
評
議
会
」
問
題
だ
っ

た
。「
大
評
議
会
」
と
こ
れ
を
「
形
相
」〔
＝
核
〕
と
す
る
新<

共
和
制>

の
樹
立
を
、
ま
た
そ
れ
ら
が
現
に
は
た
し
て
い
る
機
能
、
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る
こ
と
は
せ
ず
、
配
下
の
親
し
い
修
道
士
ド
メ
ニ
コ
・
ダ
・
ペ
ー
シ
ャ
に
さ
せ
た
と
い
う
が
、
そ
の
理
由
は
分
か
っ
て
い
な
い）

11
（

。

五
月
以
降
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
市
内
で
説
教
を
断
続
的
に
続
け
た
。
続
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
市
外
の
情
況
が
彼
に
と
っ
て

不
利
に
な
る
に
つ
れ
、
ア
ッ
ラ
ッ
ビ
ア
ー
テ
ィ
や
テ
ィ
エ
ピ
デ
ィ
な
ど
市
内
の
反
対
派
の
攻
撃
が
執
拗
に
、
か
つ
激
し
く
な
っ
て
い

て
、
し
か
も
そ
の
内
容
が
悪
質
に
な
っ
て
い
て
、
放
置
し
て
は
お
け
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

五
月
八
日
、
す
ぐ
前
で
見
た
四
月
一
〇
日
の
説
教
以
降
、
久
方
ぶ
り
で
説
教
壇
に
上
が
っ
た
。
ペ
ス
ト
蔓
延
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
―
―
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
実
際
は
主
に
反
対
派
の
激
し
い
攻
撃
集
会
阻
止
を
ね
ら
っ
て
―
―
四
旬
節
後
二
ヵ
月

間
、
説
教
集
会
を
含
む
集
会
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
彼
に
は
反
対
派
へ
の
反
撃
の
た
め
特
別
に
説
教
の
許
可
が
お
り
た

よ
う
だ）

12
（

。

こ
の
説
教
で
は）

13
（

、自
分
に
つ
い
て
の
悪
宣
伝
の
一
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、彼
ら
反
対
派
は
、四
月
に
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー

ラ
が
近
郊
に
く
り
返
し
説
教
に
出
向
い
た
の
は
、
説
教
の
た
め
と
見
せ
か
け
な
が
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
大
金
を
市
外
に
持
ち
出
す
た

め
だ
っ
た
、フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
逃
げ
出
す
準
備
の
た
め
だ
っ
た
、と
執
拗
に
宣
伝
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
彼
は
言
う
。
―

「
我
々
は
今
、こ
こ
に
い
る
。
我
々
は
逃
げ
て
い
な
い
。
…
…
〔
私
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
金
を
持
ち
出
し
て
い
た
ら
そ
の
〕
私
を
捕
ま

え
ら
れ
な
か
っ
た
汝
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
に
と
っ
て
損
害
だ
っ
た
ぞ
！
」　

そ
ん
な
悪
宣
伝
を
続
け
て
い
る「
汝
ら
邪

よ
こ
し
ま

な
者
た
ち

よ
、全
能
の
神
は
汝
ら
に
苦
難
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
」。「
そ
う
神
が
言
っ
て
い
る
の
だ
」。
…
…
「
汝
ら
善
人
〔
＝
正
し
き
者
〕
た
ち

よ
、
恐
れ
る
な
」、
う
ろ
た
え
る
な
、「
神
は
悪
人
〔
＝
邪
な
者
〕
で
は
な
く
汝
ら
善
人
を
助
け
て
下
さ
る
」。
…
…
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

よ
、
私
が
汝
に
ま
ず
言
い
た
い
の
は
、『
信
じ
よ
』
と
い
う
こ
と
だ
。
汝
の
神
を
信
じ
よ
、
汝
を
今
の
諸
々
の
災
難
か
ら
救
い
出
し
て

下
さ
る
の
は
神
の
み
だ
と
信
じ
よ
」。

苦
境
に
立
た
さ
れ
れ
ば
立
た
さ
れ
る
ほ
ど
、
彼
に
は
神
を
信
じ
よ
、
そ
の
神
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
自
分
を
信
じ
よ
、
と
叫
ぶ
以



－ 192 －

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
時
代
、
生
涯
、
思
想
（
十
四
）

一
一
（
587
）

言
い
、
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
「
神
は
引
き
続
き
あ
な
た
を
助
け
て
、
守
っ
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
」
と
結
ぶ）

8
（

。

こ
の
時
も
、
こ
の
ミ
ラ
ー
ノ
公
を
含
む
権
力
者
た
ち
の
裏
面
で
の
政
治
行
動
は
、
や
は
り
、
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

公
と
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
書
状
を
交
わ
し
て
い
た
時
か
ら
一
ヵ
月
に
も
な
ら
な
い
う
ち
に
、公
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
も
、フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

に
抵
抗
す
る
ピ
ー
サ
に
経
済
的
、
軍
事
的
支
援
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
ナ
ー
ポ
リ
で
は
、
ナ
ー
ポ
リ
王
軍

が
ほ
ぼ
全
領
土
を
征
服
し
、
残
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
王
軍
の
全
面
降
伏
も
近
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
王
の
イ
タ

リ
ア
再
侵
攻
の
可
能
性
は
ほ
ぼ
消
え
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
、
ま
た
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
対
す
る
イ
タ
リ
ア
の
権

力
者
た
ち
の
姿
勢
は
ま
た
変
わ
っ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
で
の
反
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
派
の
勢
い
は
ま
た
増
し
た
。

一
方
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
、
こ
の
間
も
、
プ
ラ
ー
ト
や
ピ
ス
ト
イ
ア
な
ど
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
近
郊
に
く
り
返
し
出
向
き
、
休
み
な
く

説
教
を
続
け
て
い
た
。
ど
こ
で
も
聴
衆
が
多
数
、押
し
寄
せ
た
と
い
う
。
そ
の
中
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
者
は
無
論
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

か
ら
出
か
け
た
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
と
い
う
。
ま
た
民
衆
は
無
論
、
修
道
士
た
ち
や
文
人
た
ち
も
い
た
と
い
う）

9
（

。

ま
た
市
内
で
は
こ
の
頃
、
彼
の
教
義
解
説
の
小
論
が
ラ
テ
ン
語
で
、
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
て
次
々
に
活
版
印
刷
、

刊
行
さ
れ
、
速
記
さ
れ
た
説
教
の
数
々
も
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
空
前
の
売
れ
行
き
を
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
で
は
一
四
七
一
年
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
活
版
印
刷
が
、
彼
の
言
説
を
広
め
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
彼
の
評
価
、
名

声
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
内
外
で
急
速
に
広
め
、
か
つ
高
ま
ら
せ
た
。
逆
に
彼
の
名
声
と
刊
行
本
の
売
れ
行
き
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

活
版
印
刷
を
活
気
づ
け
た
。
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
彼
の
書
が
市
内
の
刊
行
書
の
中
で
最
大
の
販
売
数
を
見
せ
た
の
だ）

10
（

。

「
政
庁
」
は
、
翌
五
月
か
ら
（
二
ヵ
月
間
任
期
）
の
新
「
執
政
委
員
」
の
選
出
に
、
高
ま
る
彼
の
名
声
、
強
ま
る
威
信
を
利
用
し
よ

う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
使
者
を
彼
が
出
向
い
て
い
た
プ
ラ
ー
ト
に
急
ぎ
走
ら
せ
、彼
に
す
ぐ
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
も
ど
っ
て
「
大
評
議
会
」

の
大
ホ
ー
ル
で
説
教
す
る
よ
う
求
め
、
彼
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
連
れ
も
ど
し
た
と
い
う
。
―
―
尤
も
、
も
ど
っ
た
彼
は
自
分
で
説
教
す
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の
他
の
ど
ん
な
移
ろ
い
や
す
い
も
の
も
褒
章
も
得
よ
う
な
ど
と
望
ん
で
も
欲
し
て
も
い
な
い
か
ら
で
す
」。
こ
こ
に
書
い
た
こ
と
か

ら
自
分
に
生
ず
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、「
悪
名
、
罵
詈
雑
言
、
迫
害
、
そ
し
て
最
後
に
は
死
、
だ
け
で
す
。
私
は
死
を
、
自
分
の
最
終

の
歓
喜
と
し
て
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
待
っ
て
お
り
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
も
、
私
に
と
っ
て
生
は
キ
リ
ス
ト
の
〔
聖
別
の
〕
油
を

塗
ら
れ
て
お
り
〔
＝
キ
リ
ス
ト
に
献
げ
ら
れ
て
お
り
〕
死
は
〔
キ
リ
ス
ト
か
ら
の
〕
恩
恵
だ
か
ら
で
す）

5
（

」。
二
月
二
三
日
の
説
教
で
は

ラ
テ
ン
語
で
語
っ
た
文
言
で
あ
る
。（
参
照
、
↓
前
章
）

こ
こ
に
は
、
こ
の
時
点
で
の
彼
の
心
情
が
あ
り
の
ま
ま
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
彼
は
今
後
こ
う
し
た
信
仰

に
基
づ
く
心
情
を
抱
い
て
一
途
に
情
況
に
対
応
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
裏
面
で
は
自
分
に
ず
っ
と
敵
対
し
続
け

て
い
る
歴
戦
の
軍
人
に
し
て
独
裁
的
君
主
、
―
―
し
か
も
傭
兵
隊
長
の
身
か
ら
数
々
の
奸
計
、
奸
策
を
重
ね
て
ミ
ラ
ー
ノ
公
の
座
を

手
に
し
、
公
と
し
て
も
、
す
ぐ
前
で
ふ
れ
た
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
内
外
の
権
力
者
相
手
に
策
謀
を
め
ぐ
ら
し
続
け
て
い
る
、
ま
さ
に
ル

ネ
サ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
的
小
君
主）

6
（

―
―
で
あ
る
相
手
に
、
突
然
、
こ
の
よ
う
に
心
を
こ
め
た
手
紙
を
書
く
修
道
士
に
は
、
政
治
の
地

平
で
生
き
抜
い
て
い
く
こ
と
な
ど
、
や
は
り
そ
も
そ
も
不
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
。

こ
の
手
紙
に
対
し
公
は
、
折
り
返
し
二
〇
日
に
返
書
を
書
い
た
。
御
手
ず
か
ら
の
書
簡
を
「
正
し
き
修
道
士
の
書
」
と
し
て
拝
受

し
た
、
…
…
罪
を
悔
い
改
め
よ
と
い
う
自
分
た
ち
や
他
の
イ
タ
リ
ア
の
君
主
た
ち
へ
の
勧
告
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
自
分
た
ち

は
「
正
し
き
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
し
て
の
務
め
を
は
た
す
よ
う
怠
り
な
く
努
力
致
し
ま
す
」、
等

）々
7
（

、
一
読
し
て
何
か
下
心
が
あ
り
は
し

な
い
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
恭
順
の
意
に
満
ち
た
書
面
で
あ
る
。

こ
れ
に
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
す
ぐ
、
二
五
日
付
の
書
状
を
送
っ
た
。「
好
意
的
な
」
返
書
を
見
て
…
…
、
と
い
う
、
公
に
い
さ
さ
か

の
疑
い
も
覚
え
て
い
な
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
短
い
手
紙
で
あ
る
。「
悔
い
改
め
る
よ
う
に
と
の
私
ど
も
の
普
遍
的
な
勧
奨

に
つ
い
て
は
、
特
に
何
か
を
言
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
な
た
が
書
い
て
お
ら
れ
る
神
へ
の
心
と
畏
怖
は
大
変
う
れ
し
い
」
と
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碍
に
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

こ
う
し
て
一
時
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
へ
の
攻
勢
が
弱
ま
っ
た
。
市
内
で
最
も
執
拗
に
反
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
動
き
を
続
け
さ
せ
て

い
た
ミ
ラ
ー
ノ
公
の
姿
勢
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
市
内
で
の
彼
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
情
況
に
小
さ
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
お
そ

ら
く
公
の
駐
在
使
節
と
何
ら
か
の
接
触
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
が
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
四
月
一
一
日
、
公
に
手
紙
を
書
い
た
。

公
に
の
み
な
ら
ず
イ
タ
リ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
者
に
向
か
っ
て
語
り
た
い
こ
と
を
書
い
た
。

冒
頭
、
公
に
率
直
に
書
い
て
い
る
。
―
「
あ
な
た
は
、
神
の
前
で
正
し
く
行
動
し
て
い
な
い
者
た
ち
か
ら
情
報
を
得
て
、
私
と

私
の
説
教
に
不
満
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
」。
そ
う
い
う
者
た
ち
は
「
お
そ
ら
く
、
私
は
あ
な
た
の
味
方
で
は
な

い
、
あ
な
た
に
敵
対
す
る
言
葉
を
ま
き
散
ら
し
て
い
る
と
あ
な
た
に
説
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
す
」。
私
は

「
閣
下
も
イ
タ
リ
ア
の
す
べ
て
の
君
主
、
イ
タ
リ
ア
の
す
べ
て
の
者
も
愛
し
て
い
ま
す
」。
…
…
「
神
の
恩
寵
」
に
よ
っ
て
私
は
、
イ

タ
リ
ア
が
「
悔
い
改
め
」
て
神
に
慈
愛
を
求
め
な
け
れ
ば
神
が
イ
タ
リ
ア
に
下
す
「
大
殺
戮
」
の
こ
と
を
、「
照
ら
し
明
か
さ
れ
た
の

で
す
」。
こ
の
「
悔
い
改
め
」
を
、
自
分
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
す
で
に
六
年
も
前
か
ら
、
つ
ま
り
九
〇
年
か
ら
教
え
勧
め
て
き
た
、

他
の
所
で
は
一
〇
年
以
上
前
か
ら
そ
う
し
て
き
た
。
そ
れ
な
の
に
全
イ
タ
リ
ア
が
「
行
な
い
を
改
め
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
前

よ
り
悪
く
な
っ
た
、
万
事
に
わ
た
っ
て
逆
の
こ
と
を
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
神
は
怒
り
を
や
わ
ら
げ
る
ど
こ
ろ
か
か
つ
て
な
い
ほ
ど

イ
タ
リ
ア
を
怒
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
閣
下
、
あ
な
た
に
警
告
し
ま
す
」、
と
改
め
て
公
に
言
う
。
―
「
悔
い
改
め
る
こ
と

以
外
、
あ
な
た
に
と
っ
て
救
わ
れ
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
閣
下
、
あ
な
た
の
救
い
主
に
感
謝
し
ご
自
身
の
諸
々
の
罪
を
悔
い
改
め

よ
う
と
な
さ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
神
罰
が
近
づ
い
て
い
る
か
ら
で
す
」。

そ
し
て
最
後
に
言
う
。
―
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
あ
な
た
に
書
い
た
の
は
、「
人
間
と
し
て
の
恐
れ
か
ら
で
も
こ
の
世
の
物
事
へ
の

愛
着
か
ら
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
い
ま
す
の
も
私
は
、
あ
な
た
か
ら
も
他
の
君
主
た
ち
か
ら
も
、
金
も
銀
も
好
意
も
名
声
も
、
そ
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す
べ
て
の
権
力
者
た
ち
に
は
あ
っ
た
の
だ
。

ミ
ラ
ー
ノ
公
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
主
に
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ク
ス
ィ
ミ
リ
ア
ン
一
世
に
接
近
し
イ
タ
リ
ア
進
軍
を
勧
奨
す
る
こ

と
に
力
を
注
い
で
い
た
。
無
論
、皇
帝
軍
を
フ
ラ
ン
ス
王
軍
に
対
抗
さ
せ
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
う
し
な
が
ら
同
時
に
ミ
ラ
ー
ノ
公
は
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
駐
在
さ
せ
て
い
た
使
節
を
通
じ
て
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
接
近
し
、
彼
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
王
と
の
関
係
修
復
を
は

か
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。

同
様
の
こ
と
を
、
反
王
同
盟
の
中
心
で
あ
る
教
皇
も
考
え
て
い
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
王
軍
再
襲
来
の
報
に
最
も

驚
き
恐
れ
て
い
た
の
は
教
皇
だ
っ
た
の
だ
。
王
軍
再
襲
来
が
語
ら
れ
始
め
て
か
ら
、
も
し
そ
う
な
れ
ば
同
盟
陣
営
の
権
力
者
た
ち
そ

れ
ぞ
れ
が
、
と
り
わ
け
ミ
ラ
ー
ノ
公
が
ど
う
動
く
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
不
信
と
不
安
に
、
教
皇
は
と
ら
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
先

に
王
に
イ
タ
リ
ア
侵
攻
を
強
く
勧
奨
し
誘
導
し
て
い
な
が
ら
、
王
軍
の
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
と
す
ぐ
反
王
に
転
じ
た
ミ
ラ
ー
ノ
公

が
（
参
照
、
↓
Ⅻ
章
）、
改
め
て
ま
た
王
に
接
近
し
て
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
教
皇
は
王
と
の
和
解
の
意
を
も
ら
し
て
い

る
、
反
王
同
盟
か
ら
自
身
が
抜
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
噂
さ
え
流
れ
た
。

実
際
、
教
皇
も
息
子
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル
ジ
ア
も
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
へ
の
対
応
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
て
は
い
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
彼
と
融
和
し
彼
に
自
分
と
王
と
の
仲

介
役
を
は
た
さ
せ
よ
う
、
そ
こ
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
彼
と
融
和
す
れ
ば
王
は
自
分
に
強
く
敵
対
し
て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
、
と
期
待

し
て
い
た
と
い
う）

4
（

。

教
皇
の
み
な
ら
ず
同
盟
陣
営
の
権
力
者
た
ち
の
い
ず
れ
も
が
、
相
互
に
相
手
へ
の
不
信
に
か
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
時
そ
の
時
の
自

己
の
権
勢
、
権
益
の
た
め
に
同
盟
し
た
か
と
思
う
と
破
棄
し
、
対
立
し
て
戦
い
、
そ
し
て
ま
た
同
盟
し
た
か
と
思
う
と
裏
切
っ
て
敵

と
結
び
、
…
…
等
々
が
、
―
―
す
で
に
く
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
―
―
や
は
り
こ
こ
で
も
ま
さ
に
融
通
無
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よ
り
も
な
お
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
思
え
る
。
自
分
の
意
見
は
神
に
由
来
し
て
い
る
か
ら
「
一
点
の
間
違
い
も
な
い
…
…
」
と
く
り
返

し
た
の
に
、
そ
の
後
す
ぐ
、
自
分
が
内
心
に
抱
く
見
解
に
よ
れ
ば
大
罪
を
犯
し
続
け
て
い
る
教
皇
、
し
か
も
自
分
の
処
罰
を
企
ん
で

い
る
教
皇
に
つ
い
て
、
彼
は
そ
の
大
罪
を
端
的
に
指
摘
す
る
こ
と
も
非
難
、
糾
弾
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
相
変
わ
ら
ず
婉
曲
に
し
か

言
え
な
い
の
だ
。

教
皇
か
ら
す
で
に
彼
へ
の
不
服
従
の
罪
の
疑
い
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
参
照
、
↓
前
章
）
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
、
そ
の
疑
い
の
正

当
化
の
根
拠
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は
何
と
し
て
で
も
残
さ
ず
に
身
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。

し
か
し
彼
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
、
イ
タ
リ
ア
の
情
況
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
外
部
で
変
わ
り
始
め
て
い
た
。
四
月
初
め
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
王
の
イ
タ
リ
ア
再
侵
攻
が
迫
っ
て
い
る
と
語
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
王
が
先
の
イ
タ
リ
ア
撤
退
の
際
に
ナ
ー
ポ
リ
に
残
し

た
全
軍
の
半
数
近
く
が
、
そ
の
直
後
に
復
帰
し
た
ナ
ー
ポ
リ
王
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
危
機
に
陥
っ
て
い
て
、
そ
の
救
済
の
た
め
イ
タ

リ
ア
に
再
び
攻
め
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
フ
ラ
ン
ス
王
が
語
っ
て
い
る
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
だ）

3
（

。

こ
の
報
に
イ
タ
リ
ア
内
部
の
権
力
者
た
ち
は
驚
き
、
恐
れ
、
急
ぎ
対
策
を
講
じ
始
め
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
ミ
ラ
ー
ノ
の
公
ル
ド

ヴ
ィ
ー
コ
〔
イ
ル
・
モ
ー
ロ
〕、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
お
よ
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
動
き
は
激
し
か
っ
た
。
三
者
は
相
互

に
相
手
に
不
信
を
抱
き
、
相
手
を
警
戒
し
中
傷
し
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
策
を
弄
し
始
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
三
者

も
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
の
他
の
権
力
者
た
ち
も
、
密
か
に
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
様
々
な
非
難
、
反
撃
を

受
け
な
が
ら
も
威
信
、
威
勢
を
増
す
彼
と
の
良
好
な
関
係
を
持
と
う
と
う
ご
め
き
始
め
て
い
た
。
一
貫
し
て
王
と
良
好
な
関
係
に
あ

る
彼
を
介
し
て
王
に
接
近
し
王
と
の
良
好
な
関
係
を
得
ら
れ
れ
ば
、
王
軍
の
再
襲
撃
を
回
避
で
き
る
の
で
は
、
仮
に
王
が
再
襲
撃
に

打
っ
て
出
な
い
場
合
で
も
王
領
に
お
け
る
商
業
活
動
の
許
可
、
特
権
の
認
可
を
得
る
望
み
が
生
ず
る
の
で
は
、
と
の
計
略
が
こ
れ
ら
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「
霊
感
を
得
て
…
…
」
と
言
っ
て
「
啓
示
を
得
て
…
…
」
と
感
得
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、自
分
は
「
啓
示
」
を
得
た
と
言
っ
た
こ
と

が
な
い
と
語
っ
て
き
た
の
と
同
じ
弁
明
で
あ
る
。
い
う
な
ら
ば
詭
弁
で
あ
る
。
確
か
に
彼
は
、
非
難
、
糾
弾
の
相
手
を
教
皇
と
も
ア

レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
と
も
名
指
し
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
世
に
周
知
さ
れ
て
い
る
教
皇
の
目
に
余
る
諸
悪
を
、

実
に
鋭
く
、
実
に
真
っ
当
に

0

0

0

0

非
難
、
糾
弾
し
て
き
た
。
く
り
返
し
そ
う
し
て
き
た
。
だ
が
、
自
分
が
現
実
に
在
る
位
置
か
ら
し
て
、

教
皇
を
名
指
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
、
教
皇
に
、
自
分
が
行
な
っ
て
い
る
非
難
の
内
容
の
ど
こ
が
間
違
っ
て
い

る
の
か
と
昂
然
と
言
い
放
つ
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ
た
。
自
分
に
「
大
き
な
危
険
」
が
迫
っ
て
い
る
こ
の
時
点
で
は
な
お
で
き
な
い
。

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
沈
黙
す
る
こ
と
は
自
分
の
気
性
も
良
心
も
許
さ
な
い
。
自
分
の
説
教
を
聴
い
て
き
た
信
従
者
た
ち
が
自

分
に
暗
黙
に
期
待
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
毅
然
た
る
姿
勢
を
、
自
分
の
方
か
ら
崩
す
こ
と
も
、
到
底
で
き
な
い
。

彼
は
、自
分
の
「
司
」
か
ら
身
を
守
り
な
が
ら
自
説
を
貫
く
論
法
を
巧
み
に
続
け
る
。「
ロ
ー
マ
に
」
自
分
の
こ
と
を
告
げ
る
な
ら

こ
う
告
げ
よ
、
―
「
ロ
ー
マ
に
実
に
大
き
な
神
罰
が
迫
っ
て
い
る
…
…
」。
…
…
教
皇
が
ロ
ー
マ
を
「
救
う
意
志
が
あ
る
な
ら
、
そ

れ
は
、人
々
が
悔
い
改
め
る
こ
と
に
心
を
向
け
る
よ
う
良
き
手
本
を
示
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

あ
ら
ゆ
る
者
を
説
得
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
の
み
、

可
能
だ
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
ロ
ー
マ
は
破
滅
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」。
…
…
「
教
皇
が
自
分
の
こ
と
を
彼
〔
＝
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
〕

は
ど
う
言
っ
て
い
る
の
か
と
尋
ね
た
ら
、
何
も
、
と
答
え
よ
」。（
傍
点
は
引
用
者
）

彼
は
、「
良
き
手
本
を
示
し
て
」
人
々
を
「
悔
い
改
め
」
に
導
け
と
教
皇
に
言
う
こ
と
で
、
真
っ
先
に
大
罪
を
「
悔
い
改
め
」
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
汝
、
教
皇
だ
と
婉
曲
に
言
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
非
難
も
罵
倒
も
し
て
い
な
い
。
し
か
も
こ
の
後
す
ぐ
同
じ
言
葉
を

く
り
返
し
た
上
で
、「
こ
れ
が
、
我
々
が
教
皇
に
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
す
べ
て
だ
」
と
改
め
て
断
言
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

自
分
は
説
教
壇
か
ら
「
誰
か
を
名
指
し
で
非
難
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
形
式
上
は
弁
明
可
能
な
範
囲
で
自
説
を
貫
い
て
い
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
彼
独
特
の
詭
弁
が
、
こ
こ
で
は
、
彼
の
芯
の
強
さ
と
か
健
気
さ
と
か
よ
り
も
、
哀
れ
さ
、
惨
め
さ
を
こ
れ
ま
で
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理
に
反
す
る
こ
と
は
何
も
な
い
か
ら
だ
。

こ
れ
は
全
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
言
い
続
け
て
き
た
こ
と
の
く
り
返
し
の
よ
う
に
も
受
け
と
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
間
接

的
な
表
現
で
言
っ
て
き
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
、「
…
…
の
場
合
は
」、
と
仮
定
の
事
と
し
て
で
は
あ
る
が
、「
汝
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
明
言
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
う
「
言
う
だ
ろ
う
」
と
こ
れ
か
ら
の
決
意
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
か
つ
そ
の
理
由
を
、
自
分
の
失

脚
を
ね
ら
う
「
多
く
の
者
が
」
…
…
自
分
の
「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
」
さ
ん
ざ
ん
調
べ
た
け
れ
ど
も
、
問
題
に
な
る
こ
と
は
「
何
も
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
」
か
ら
だ
、
と
断
言
し
て
い
る
。
自
分
に
は
「
真
理
に
反
す
る
こ
と
は
何
も
な
い
」
と
豪
語
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
七
日
前
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
お
け
る
教
皇
招
集
の
会
議
の
顛
末
を
誰
か
密
か
な
支
持
者
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
発
せ

ら
れ
た
言
葉
だ
ろ
う
。

他
方
、
こ
う
し
た
背
景
を
知
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
聴
衆
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
教
皇
へ
の
真
っ
向
か
ら
の
挑
戦
だ
と
感
じ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
彼
は
、
上
記
の
言
葉
に
、
自
分
は
教
皇
に
も
同
様
の
対
応
を
す
る
と
つ
け
加
え
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
彼

は
、
こ
こ
で
も
い
つ
も
な
が
ら
の
弁
明
も
忘
れ
ず
加
え
て
い
る
。
そ
う
し
な
が
ら
教
皇
を
間
接
的
に
糾
弾
し
続
け
て
い
る
。
ま
ず
言

う
。

さ
あ
、
教
皇
に
言
お
う
。
私
が
聖
下
の
こ
と
を
悪
く
言
っ
た
と
聖
下
に
話
さ
れ
た
り
書
か
れ
た
り
し
て
き
た
。
こ
れ
は
真
実

で
は
な
い
。
聖
書
に
は
書
か
れ
て
い
る
。「
民
の
司
〔
＝principi
〕
を
の
ろ
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
。
こ
う
い
う
こ
と
を
私
は
し

た
こ
と
が
な
い
。
私
は
こ
こ
〔
説
教
壇
〕
か
ら
誰
か
を
名
指
し
で
非
難
し
た
こ
と
は
な
い
。
―
―
（
こ
こ
で
引
か
れ
て
い
る
聖

書
の
文
言
は
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
二
二
章

－

28
）
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こ
の
く
だ
り
に
、
―
―
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
と
っ
て
は
事
実
に
―
―
独
特
の
解
説
を
加
え
て
語
っ
た
上
で
彼
は
、「
人
間
に
は
見
え

な
い
も
の
を
信
ず
る
こ
と
が
真
の
至
福
な
の
だ
」
と
説
い
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
自
分
が
汝
ら
に
言
っ
た
こ
と
は
神
が
言
っ
た
こ
と
だ
…
…
神
が
自
分
に
こ
う
言
っ
た
の
だ
、
だ
か
ら
「
自
分
が
言
っ

た
こ
と
に
は
一
点
の
間
違
い
も
な
い
」、
等
々
と
く
り
返
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
汝
ら
の
目
に
は
「
見
え
な
い
も
の
」
で
あ
る
自
分
と

神
と
の
き
ず
な
を
「
信
ず
る
こ
と
が
真
の
至
福
な
の
だ
」
と
聴
衆
に
感
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
章
節
を
説
教
の
素
材
と
し

た
意
図
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
。
何
と
し
て
も
自
分
の
神
性
を
、
す
な
わ
ち
自
分
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
「
熾セ

ラ
フ
ィ
ー
ニ

天
使
」
の
―
―

天
界
の
最
上
層
に
位
置
し
神
か
ら
直
接
そ
の
意
志
を
伝
え
ら
れ
て
下
位
の
天
使
に
伝
え
る
天
使
の
―
―
代
行
人
で
あ
る
（
参
照
、
↓

Ⅹ
章
）
こ
と
を
皆
に
思
い
起
こ
さ
せ
、
改
め
て
信
じ
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
説
教
に
は
彼
の
も
う
一
つ
の
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
教
皇
へ
の
反
論
で
あ
る
。
教
皇
が
一
週
間
前
に
み
ず
か

ら
招
集
し
た
会
で
自
分
を
懲
罰
す
る
企
図
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
自
分
は
す
で
に
知
っ
て
い
る
と
示
唆
し
て
彼
は
言
う
。

…
…
自
分
は
常
に
ロ
ー
マ
教
会
に
全
面
的
に
服
従
す
る
つ
も
り
で
い
る
。
た
だ
し
教
会
が
神
に
、あ
る
い
は
慈
愛〔
＝carità

〕

に
反
す
る
こ
と
を
命
じ
た
場
合
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
と
は
思
う
が
、
別
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
そ

の
場
合
は
言
う
だ
ろ
う
。
汝
は
ロ
ー
マ
教
会
で
は
な
い
、汝
は
人
間〔
＝uom

o

＝
罪
あ
る
俗
人
〕で
あ
っ
て
牧
者〔
＝Pastore

＝
聖
職
者
〕
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
牧
者
は
神
に
、
慈
愛
に
反
し
て
命
ず
る
こ
と
は
な
い
か
ら
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
場

合
は
言
う
だ
ろ
う
。「
汝
は
間
違
っ
て
い
る
」。
私
が
こ
う
言
う
の
は
、
多
く
の
者
が
多
く
の
邪

よ
こ
し
ま

な
こ
と
を
論
じ
た
し
論
じ
て

い
る
か
ら
だ
。
汝
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
破
門
状
が
届
く
だ
ろ
う
」
と
言
う
者
た
ち
が
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
だ
届
い
て

い
な
い
。
彼
ら
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
細
か
く
探
り
か
つ
調
べ
た
け
れ
ど
も
何
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。〔
私
の
言
動
に
は
〕真
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一
週
間
後
の
一
〇
日
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
説
教
壇
に
上
が
っ
た
。
二
月
に
四
旬
節
の
間
と
期
間
限
定
で
請
わ
れ
て
始
め
た
説
教

の
続
き
だ
っ
た
。
す
で
に
四
旬
節
は
終
わ
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
最
後
の
説
教
と
し
て
壇
に
上
が
っ
た
の
だ
。

新
約
聖
書
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
二
〇
章

－

19
、「
こ
の
日
す
な
わ
ち
一
週
の
は
じ
め
の
日
の
夕

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
等
々
」
を
タ
イ
ト
ル
と
す

る
こ
の
説
教
で
は）

2
（

、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
自
分
と
神
と
の
き
ず
な
を
強
調
し
て
い
る
。
自
分
が
汝
ら
に
言
っ
た
こ
と
は
神
が
言
っ

た
こ
と
で
自
分
が
言
っ
た
こ
と
で
は
な
い
、
神
が
自
分
に
言
っ
た
こ
と
だ
、
自
分
の
意
見
は
神
に
由
来
し
て
い
る
、
だ
か
ら
「
自
分

が
言
っ
た
こ
と
に
は
一
点
の
間
違
い
も
な
い
」、
等
々
と
く
り
返
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
う
く
り
返
す
前
、
ま
ず
タ
イ
ト
ル
と
し
て
い
る
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
二
〇
章

－

19
に
つ
い
て
長
く
解
説
し
て
い

る
。
だ
が
彼
の
解
説
よ
り
も
、
聖
書
の
こ
の
章
節
の
内
容
を
見
た
方
が
彼
の
意
図
を
知
り
や
す
い
。

―
―
磔

は
り
つ
け

に
さ
れ
息
を
引
き
取
っ
た
イ
エ
ス
の
墓
に
行
っ
た
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ー
ア
の
背
後
に
イ
エ
ス
が
「
出
現
」
し
、
自
分
は

神
の
子
な
の
だ
と
語
り
か
け
て
き
た
。
マ
リ
ー
ア
は
そ
の
こ
と
を
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
に
報
告
し
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
そ
の
日
の

う
ち
に
弟
子
た
ち
の
家
に
も
「
出
現
」
し
、そ
の
傷
つ
い
た
「
手
と
わ
き
」
を
見
せ
た
。
彼
ら
は
「
主
を
見
て
喜
ん
だ
」。
つ
ま
り
マ

グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ー
ア
同
様
、
弟
子
た
ち
も
自
分
が
見
た
の
は
「
出
現
」
し
た
神
の
子
イ
エ
ス
だ
と
信
じ
た
。
そ
の
場
に
い
な
か
っ
た

弟
子
ト
マ
ス
は
、
他
の
弟
子
た
ち
か
ら
イ
エ
ス
の
「
出
現
」
を
告
げ
ら
れ
て
も
そ
う
は
信
じ
な
か
っ
た
。
す
る
と
八
日
後
イ
エ
ス
が

ト
マ
ス
の
前
に
も
「
出
現
」
し
、
自
分
の
体
に
手
で
ふ
れ
よ
、
自
分
が
磔
に
さ
れ
た
時
に
受
け
た
傷
あ
と
に
手
を
入
れ
て
み
よ
、
そ

し
て
自
分
が
イ
エ
ス
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
よ
と
命
じ
た
。
ト
マ
ス
は
言
わ
れ
た
と
お
り
に
し
て
よ
う
や
く
「
わ
が
主
よ
、わ
が
神
よ
」

と
言
っ
た
。
つ
ま
り
イ
エ
ス
の
「
出
現
」
を
、
イ
エ
ス
が
「
神
の
子
キ
リ
ス
ト
」
で
あ
る
こ
と
を
、
信
じ
た
。
す
る
と
イ
エ
ス
が
ト

マ
ス
に
、「
汝
は
わ
た
し
を
見
た
の
で
信
じ
た
の
か
、
見
な
い
で
信
ず
る
者
は
幸
い
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
―
―
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二

（
578
）

Ⅸ　
「
運
命
の
一
四
九
四
年
」（
2
）
―
〈
政
治
的
〉
修
道
士
の
誕
生
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
の

 
 

 
 

中
心
へ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
「
神
の
都
」
に 

　

一
九
二
号

Ⅹ　
「
大
評
議
会
」、<

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
共
和
制>

 
 

―
「
神
の
都
」
の
統
治
構
造
、
最
上
層
に
立
つ
熾セ

ラ
フ
ィ
ー
ニ

天
使
代
行
人 

　

一
九
五
号

Ⅺ　

強
ま
る
内
外
の
敵
の
攻
勢
（
1
）
―
「
信テ

ィ

エ

ピ

デ

ィ

仰
心
無
き
者
た
ち
」
非
難
、
最
高
指
導
者
の

 
 

 
 

高
揚
、
動
揺
、
不
安 

 
 

　

一
九
八
号

Ⅻ　

強
ま
る
内
外
の
敵
の
攻
勢
（
2
）
―
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
前
面
へ
、
せ
ま
る

 
 

 
 

「
大
き
な
危
機
」 

 
 

　

二
〇
一
号

ⅩⅢ　

激
震
の
前
兆
（
1
）
―
「
こ
の
ア
モ
ス
」（
＝<

現
在
の
ア
モ
ス>

）
の
叫
び 

　

二
〇
五
号

ⅩⅣ　

激
震
の
前
兆
（
2
）
―
消
え
る<

光
輪>

、
始
ま
る
運
命
の
下
降
、
強
ま
る
危
機
感　

　
　

本
号

ⅩⅤ　

破
門
―
「
異
端
」
に
よ
る
、
で
は
な
く
「
不
服
従
」
に
よ
る  

 

　
　
　

続
載

―
―
◇
―
―
◇
―
―

XIV　

激
震
の
前
兆
（
2
）
―
消
え
る<

光
輪>

、
始
ま
る
運
命
の
下
降
、
強
ま
る
危
機
感

こ
の
年
、
九
六
年
の
四
月
初
め
、
教
皇
は
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
を
「
全
面
的
に
罰
す
る
」
と
決
意
を
口
に
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し

て
三
日
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
属
す
る
ド
メ
ニ
コ
会
の
神
学
者
一
四
名
を
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
招
集
し
、
彼
ら
に
自
分
の
決
意
の
正
統
性

を
承
認
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
お
お
か
た
の
者
は
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
を
「
異
端
者
、
教
会
分
離
論
者
、
教
皇
座
へ
の
不
服
従
者
、
迷

信
信
仰
者
と
み
な
し
」
て
教
皇
に
追
従
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
一
人
の
若
者
が
昂
然
と
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
支
持
の
論
を
述
べ
、
他

の
一
人
が
そ
れ
に
同
調
の
意
を
表
わ
し
た
こ
と
で
、
会
は
結
論
を
得
ず
に
終
わ
っ
た
。
教
皇
の
決
意
は
実
ら
ず
に
終
わ
っ
た）

1
（

。
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サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
時
代
、
生
涯
、
思
想
（
十
四
）

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
時
代
、
生
涯
、
思
想
（
十
四
）

須　

藤　

祐　

孝

目　
　

次

Ⅰ　

ル
ネ
サ
ン
ス
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
1
）

ⅰ　

ニ
ッ
コ
ロ
三
世
の
統
治
期
（1402-41

）

ⅱ　

レ
オ
ネ
ッ
ロ
の
統
治
期
（1441-50

）

ⅲ　

ボ
ル
ソ
の
統
治
期
（1450-71

）

ⅳ　

エ
ル
コ
レ
一
世
の
統
治
期
（1471-1505

） 
 

 
 

　

一
四
五
号

Ⅱ　

サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
本
家
、
分
家
と
分
家
家
長
・
祖
父
ミ
ケ
ー
レ 

 

　

一
四
九
号

Ⅲ　

誕
生
、
そ
し
て
旅
立
ち 

 
 

 
 

 

　

一
七
三
号

Ⅳ　
〈
出
家
〉
―
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
騎
士
」「
戦
う
騎
士
」
へ
、

 
 

 

　
　
「
肉
体
の
医
師
」
か
ら
「
魂
の
医
師
」
へ  

　

一
八
二
号

Ⅴ　
〈
天
啓
〉、
そ
し
て
〈
政
治
的
〉
修
道
士
の
胎
動 

 
 

 

　

一
八
三
号

Ⅵ　

強
ま
る
〈
政
治
的
〉
修
道
士
の
胎
動  

 
 

 

　

一
八
八
号

Ⅶ　

志
―
原
初
の
教
会
の
再ル

ネ
サ
ン
ス生　

―
、
忍
び
入
る
政
治
の
〈
魔
性
〉  

 

　

一
八
九
号

Ⅷ　
「
運
命
の
一
四
九
四
年
」（
1
）
―
メ
デ
ィ
チ
体
制
の
崩
壊
、

 
 

 
 

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
外
交
の
前
面
へ 

 

　

一
九
一
号

一

（
577
）
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